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の
選
手
宣
誓
�

トリは学科対抗リレー�

今年の実行委員長は穴澤 眞さん�
（作業療法学科2年）�

のTシャツは実行委員�

緑�

緑�

緑�

緑�

このふたり、�
実はものすごく�
頑張ったんです�

運動会�

栃木エイサーシンカ琉和の吉村さんと伊藤さんにお世話になりました�

そん
なに曲げ

るかラジオ体操
そん
なに曲げ

るかラジオ体操

借り物競争
とは�

思えないほど
の�

デッドヒート
�

誰もいな
くなったグラウンドで誰もいな
くなったグラウンドで

いがこめられた。�

言語聴覚学科は沖縄の伝統芸能「エイサー」に初挑戦�

5月26日（土）、大田原キャンパス運動会が開催された。�

前日の雨から一転。日焼けするほどの陽射しが照りつけ、�

グラウンドコンディションも最高となった。�

昨年は雨のため体育館で応援合戦だけを実施。�

２年生にとっては今年が最初で最後だったこともあり、�

競技は例年以上の活気を感じる盛り上がりとなった。�
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桜
の
開
花
宣
言
を
待
ち
焦
が
れ
る
今
日
こ
の

頃
で
す
が
、
余
震
な
お
厳
し
く
、
那
須
連
山
と

八
溝
山
系
の
頂
に
は
今
も
な
お
降
雪
が
認
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
一
方
、
社
会
の
情
勢
は
厳
し

い
状
況
で
あ
り
ま
す
が
、
本
日
入
学
さ
れ
た
皆

様
は
日
本
を
元
気
に
し
よ
う
と
強
い
心
意
気
を

も
っ
て
本
日
の
入
学
式
に
臨
ま
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
心
か
ら
お
祝
い
す
る
と
と
も
に
、
今

日
ま
で
物
心
両
面
に
わ
た
り
支
え
て
こ
ら
れ
た

ご
両
親
、
ご
家

族
、
関
係
者
の

皆
様
に
も
、
教

職
員
一
同
お
祝

い
と
敬
意
を
表

し
ま
す
。
�

　
歴
史
と
伝
統

の
あ
る
私
立
大

学
は
、
慶
應
義

塾
大
学
の
福
沢

諭
吉
、
早
稲
田

大
学
の
大
隈
重
信
、
同
志
社
大
学
の
新
島
譲
な

ど
、
創
立
者
が
建
学
の
精
神
を
掲
げ
、
学
生
一

人
ひ
と
り
が
そ
れ
を
心
に
刻
み
伝
統
を
創
り
上

げ
て
い
く
こ
と
が
、
国
公
立
大
学
と
大
き
く
異

な
る
点
で
あ
り
ま
す
。
本
学
の
ル
ー
ツ
を
た
ど

り
ま
す
と
、
今
か
ら
約
一
〇
〇
年
前
の
一
九
一

〇
年
に
現
理
事
長
高
木
邦
格
先
生
の
祖
父
・
高

木
吉
彦
先
生
が
大
川
市
に
高
木
眼
科
医
院
を
開

業
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
一
〇
〇
年
前
と

い
う
の
は
、
細
菌
学
者
コ
ッ
ホ
や
看
護
学
の
祖

と
い
わ
れ
た
ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
な
ど
が
活
躍
し

た
年
代
で
す
。
そ
の
後
、
一
九
六
二
年
に
お
父

様
の
高
木
維
彦
先
生
が
放
射
線
科
と
胃
腸
科
を

加
え
て
高
木
外
科
医
院
を
開
院
さ
れ
ま
し
た
。

福
岡
県
大
木
町
の
ご
自
宅
に
は
、
今
も
な
お
、

先
生
が
最
も
大
切
に
さ
れ
て
い
た
と
い
う
一
枚

の
額
を
掲
げ
て
お
ら
れ
る
と
伺
い
ま
し
た
。
�

「
生
命
之
尊
厳
、
生
命
之
平
等
」
�

と
書
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
病
院
の
理
念
と
し

て
脈
々
と
継
承
さ
れ
、
本
学
の
建
学
の
理
念
、
�

「
共
に
生
き
る
社
会
」
�

に
相
通
じ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
�

　
こ
う
し
た
歴
史
と
伝
統
を
基
盤
と
し
て
、
一

九
九
五
年
に
こ
こ
大
田
原
の
地
に
、
高
木
理
事

長
の
理
念
で
も
あ
り
ま
す
医
療
福
祉
専
門
職
の

養
成
と
そ
の
地
位
向
上
を
目
指
し
、
日
本
初
の

医
療
福
祉
の
総
合
大
学
、
国
際
医
療
福
祉
大
学

が
開
学
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
本
学
の
光
輝
あ

る
伝
統
と
歴
史
の
始
ま
り
で
あ
り
ま
す
。
�

　
医
療
福
祉
の
現
場
は
少
子
高
齢
化
社
会
の
中

で
大
き
な
変
革
を
迎
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
が
、
本
学
の
教
育
に
お
け
る
「
チ
ー
ム
医
療
」

の
推
進
は
技
能
と
信
頼
の
呼
応
で
あ
り
、
ま
さ

し
く
社
会
の
多
様
性
に
迅
速
に
対
応
で
き
る
人

材
の
育
成
を
め
ざ
す
も
の
で
も
あ
り
、
医
療
福

祉
の
先
導
者
を
育
成
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
わ

け
で
あ
り
ま
す
。
新
入
生
の
皆
様
は
教
員
と
共

に
社
会
的
ニ
ー
ズ
で
あ
る
医
療
形
態
「
チ
ー
ム

医
療
」
の
実
現
を
目
指
す
た
め
に
、
本
日
の
入

学
を
起
点
と
し
て
、
本
学
の
建
学
の
精
神
を
心

の
奥
深
く
に
留
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
す
な
わ
ち
、

病
め
る
人
も
、

障
害
を
持
つ

人
も
、
健
康

な
人
も
お
互

い
が
人
格
を

認
め
合
っ
て

「
共
に
生
き

る
社
会
」
を

目
指
す
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

人
が
苦
し
み

の
中
に
あ
る
時
、
ほ
ん
の
一
言
で
も
、
優
し
さ

の
こ
も
っ
た
い
た
わ
り
の
言
葉
は
心
に
染
み
込

み
、
深
く
刻
ま
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
そ
の
人
の
支
え
と
な
り
、
困
難
を
乗
り
越
え

て
人
間
的
な
成
長
へ
と
向
か
う
力
に
も
な
り
ま

す
。
ま
た
他
人
か
ら
注
が
れ
る
優
し
い
思
い
に

気
づ
い
た
時
は
、
安
心
感
や
喜
び
と
共
に
「
自

分
も
周
囲
の
人
に
対
し
て
そ
の
よ
う
に
あ
り
た

い
」
と
い
う
思
い
も
引
き
出
さ
れ
て
く
る
の
で

す
。
ど
ん
な
立
場
で
あ
っ
て
も
自
分
で
考
え
、

自
分
で
責
任
を
も
っ
て
行
動
で
き
る
「
独
立
し

て
生
き
る
力
」
と
他
人
の
心
の
痛
み
を
感
じ
、

利
害
得
失
を
超
え
て
新
し
い
協
力
関
係
を
作
り

出
す
こ
と
の
で
き
る
「
協
力
し
て
生
き
る
力
」

の
両
方
を
兼
ね
備
え
た
人
間
に
な
る
こ
と
こ
そ
、

医
療
福
祉
の
先
導
者
の
真
の
精
神
と
思
わ
れ
ま

す
。
�

　
母
校
と
い
う
の
は
、
心
か
ら
こ
の
学
校
で
学

ん
で
良
か
っ
た
と
い
う
学
び
舎
で
あ
り
、
楽
し

み
が
溢
れ
、
輝
き
に
満
ち
た
場
所
で
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
サ
ー
ク
ル
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
、
学
業
以
外
に
真
に
打

ち
込
め
る
こ
と
を
発
見
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

震
災
時
に
お
け
る
延
べ
二
〇
〇
〇
人
を
超
え
る

君
た
ち
の
先
輩
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
見
事

で
あ
り
、
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
私
は
彼

ら
を
誇
り
に
思
う
と
同
時
に
、
彼
ら
の
勇
気
と

決
断
、
そ
し
て

行
動
力
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。

新
入
生
の
皆
様

は
持
ち
続
け
て

こ
ら
れ
た
夢
と

勇
気
と
希
望
を

も
っ
て
、
新
し

い
一
歩
を
踏
み

出
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い

ま
す
。
�

■
学
部
　
　
　
　
　
　
　
　
 
　
　
１
４
５
２
名
�

﹇
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
﹈
　
　
　
 
　
９
９
７
名
�

保
健
医
療
学
部
　
　
　
　
　
　
　
　
 
６
１
５
名
�

・
看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
 
　
１
２
６
名
�

・
理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
 
　
１
０
３
名
�

・
作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
 
１
０
３
名
�

・
言
語
聴
覚
学
科
　
　
　
　
　
　
　
 
１
０
６
名
�

・
視
機
能
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
 
　
５
１
名
�

・
放
射
線
・
情
報
科
学
科
　
　
　
　
 
１
２
６
名
�

医
療
福
祉
学
部
　
　
　
　
　
　
　
　
 
１
８
５
名
�

・
医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
 
１
８
５
名
�

薬
学
部
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
１
９
７
名
�

・
薬
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
１
９
７
名
�

﹇
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
﹈
　
　
　
　
　
１
６
２
名
�

小
田
原
保
健
医
療
学
部
　
　
　
　
　
　
１
６
２
名
�

・
看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
　
６
０
名
�

・
理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
 
　
５
１
名
�

・
作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
 
　
５
１
名
�

﹇
福
岡
天
神
キ
ャ
ン
パ
ス
﹈
　
　
　
 
１
０
２
名
�

福
岡
看
護
学
部
名
　
　
　
　
　
　
 
　
１
０
２
名
�

・
看
護
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
 
　
１
０
２
名
�

﹇
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
﹈
　
　
　
　
 
　
１
９
１
名
�

福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
　
 
１
９
１
名
�

・
理
学
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
 
１
０
０
名
�

・
作
業
療
法
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
 
４
６
名
�

・
言
語
聴
覚
学
科
　
　
　
　
　
　
　
　
 
４
５
名
�

■
大
学
院
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
　
２
７
０
名
�

医
療
福
祉
学
研
究
科
　
　
　
　
　
　
 
２
６
３
名
�

・
修
士
課
程
 
保
健
医
療
学
専
攻
　
 
１
２
５
名
�

・
修
士
課
程
 
医
療
福
祉
経
営
専
攻
　
 
４
５
名
�

・
修
士
課
程
 
臨
床
心
理
学
専
攻
　
　
 
２
５
名
�

・
博
士
課
程
 
保
健
医
療
学
専
攻
　
　
 
６
８
名
�

薬
科
学
研
究
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
１
名
�

・
修
士
課
程
 
生
命
薬
科
学
専
攻
　
　
　
 
１
名
�

薬
学
研
究
科
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
　
６
名
�

・
博
士
課
程
 
医
療
・
生
命
薬
学
専
攻
　
　
６
名
�

校
歌
斉
唱
�

式
辞
�

・
北
島
政
樹
学
長
�

・
金
澤
一
郎
大
学
院
院
長
�

・
高
木
邦
格
理
事
長
�

来
賓
祝
辞
�

・
大
田
原
市
長
　
津
久
井
富
雄
様
�

・
栃
木
県
保
健
福
祉
部
　
名
越
究
様
�

新
入
生
誓
い
の
こ
と
ば
�

・
理
学
療
法
学
科
　
森
岡
奏
子
�

・
医
療
福
祉
経
営
専
攻
　
王
磑
磑
�

学
部
長
・
学
科
長
紹
介
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
　
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�

期
日
　
平
成
二
四
年
四
月
三
日
（
火
）
　
　

会
場
　
那
須
ア
ス
リ
ー
ナ
一
階
�

▲
�
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四
月
四
日
　
柳
川
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
�

四
月
四
日
　
塩
谷
看
護
専
門
学
校
�

四
月
四
日
　
小
田
原
保
健
医
療
学
部
�

　
　
　
　
　
大
学
院
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
�

四
月
五
日
　
福
岡
国
際
医
療
福
祉
学
院
�

四
月
六
日
　
福
岡
看
護
学
部
�

　
　
　
　
　
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
�

　
　
　
　
　
大
学
院
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
�

四
月
七
日
　
大
学
院
東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
�

　
　
　
　
　
（
新
入
生
歓
迎
会
）
�

四
月
九
日
　
大
川
看
護
福
祉
専
門
学
校
�

四
月
一
日
　
東
京
・
千
葉
・
熱
海
・
小
田
原
地
区
�

四
月
二
日
　
栃
木
地
区
�

四
月
五
日
　
大
川
・
福
岡
地
区
�
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（
福
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課
　
高
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晃
）
�

（
総
務
課
　
高
久
晃
）
�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

福
岡
天
神
�

第13回�
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今
年
四
月
、
一
〇
二
名
の
新
入
生
を
迎
え
、

こ
こ
天
神
キ
ャ
ン
パ
ス
は
、
一
〜
四
年
の
全
学

年
が
そ
ろ
い
総
勢
三
九
三
名
に
な
り
ま
し
た
。

写
真
の
通
り
天
神
キ
ャ
ン
パ
ス
は
一
つ
の
箱
で

す
。
箱
の
大
き
さ
は
横
二
五
ｍ
×
奥
行
き
五
〇

ｍ
の
一
〇
階
建
て
。
こ
の
イ
ン
ス
パ
イ
ア
型
建

築
の
箱
で
は
、
学
び
舎
と
し
て
の
機
能
だ
け
で

な
く
、
日
々
さ
ま
ざ
ま
な
ド
ラ
マ
が
巻
き
起
こ

っ
て
い
ま
す
。
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
で

は
「
ハ
ッ
ピ
ー
サ
イ
ク
ル
」
を
謳
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
こ
天
神
キ
ャ
ン
パ
ス
も
負
け
て
は
い
ま

せ
ん
。
三
年
前
、
一
期
生
は
先
輩
の
い
な
い
中

で
ス
タ
ー
ト
し
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に
先
輩
と

し
て
の
風
格
も
出
て
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の

実
習
を
乗
り
越
え
、
理
想
の
看
護
職
者
に
近
づ

く
た
め
に
、
今
、
卒
業
研
究
に
そ
し
て
国
家
試

験
に
向
け
て
日
々
努
力
し
て
い
ま
す
。
先
日
、

笑
い
声
に
誘
わ
れ
八
階
の
学
生
ラ
ウ
ン
ジ
に
立

ち
寄
る
と
、
学
年
を
超
え
て
い
ろ
い
ろ
な
面
々

が
話
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
一
期
生
の

四
年
生
を
中
心
に
ど
の
よ
う
な
思
い
で
学
生
生

活
を
送
っ
て
い
る
の
か
少
し
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

し
て
み
た
の
で
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
�

「
先
輩
が
い
な
か
っ
た
分
、横
の
つ
な
が
り
強
い
と

思
う
」
�

「
横
の
つ
な
が
り
の
始
ま

り
は
運
動
会
だ
っ
た
よ
う

な
気
が
す
る
」
�

「
探
り
探
り
の
学
生
生
活

だ
っ
た
か
ら
こ
そ
、後
輩

に
伝
え
た
い
こ
と
が
た
く

さ
ん
あ
る
」
�

「
大
学
の
テ
ス
ト
っ
て
ど

ん
な
の
か
も
わ
か
ら
な
か

っ
た
。だ
か
ら
伝
え
た
い
」
�

「
一
個
下
に
教
え
た
こ
と
が
ま
た
そ
の
一
個
下
に
教

え
て
い
て
、間
接
的
に
繋
が
っ
て
い
る
感
じ
が
あ
る
」
�

「
関
わ
り
が
少
な
い
か
ら
恐
い
と
思
わ
れ
て
い
る
の

で
は
。だ
か
ら
関
わ
り
を
増
や
し
た
い
」
�

「
全
学
年
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
し
た
い
。
遊
ぶ
機
会
を

つ
く
り
た
い
。
小
さ
い
か
ら
こ
そ
で
き
る
の
で
は
」
�

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
作
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
思
い
や
学
び
を
共

有
し
た
い
」
�

　
一
期
生
は
先
輩
が
い
な
い
か
ら
こ
そ
、
そ
の

寂
し
い
思
い
を
さ
せ
ま
い
と
繋
が
り
を
つ
く
る

べ
く
積
極
的
に
声
を
か
け
よ
う
と
し
て
い
る
よ

う
で
す
。
声
か
け
は
看
護
の
基
本
の
ひ
と
つ
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
「
間
接
的
に
繋
が
っ

て
い
る
」
と
い
う
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
一
期
生

が
与
え
た
学
び
や
経
験
の
伝
達
を
、
後
輩
た
ち

が
ま
た
次
の
後
輩
へ
と
「
関
わ
り
の
連
鎖
」
と

し
て
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し

た
。
小
さ
な
箱
（
建
物
）
だ
か
ら
こ
そ
、
顔
の

見
え
る
、
名
前
の
わ
か
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
で

き
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
そ
の

場
で
パ
ソ
コ
ン
を
開
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
立
ち
上
げ

た
行
動
力
も
驚
き
で
し
た
。
�

　
最
後
の
言
葉
に
あ
る
よ
う
に
、
残
り
の
学
生

生
活
の
時
間
を
、
そ
し
て
卒
業
し
て
か
ら
も
こ

の
後
輩
に
対
す
る
思
い
や
繋
が
り
が
さ
ら
に
広

が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
さ
せ
て
く
れ
る
時
間

に
な
り
ま
し
た
。
�

●グループディスカッション「新しい遊びを考えよう」�●本学の宿泊施設、那須セミナーハウスにて�

●男子、これまで最高の18名「1年生」運動会での集合写真�

●インタビューに参加してくれた「1期生」先輩としての風格が見え隠れ�

●ドラマティック天神キャンパス（全景）�

　
小
田
原
市
が
運
営
す
る
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
「
お
だ
ぴ
よ
」
。
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス

よ
り
徒
歩
五
分
の
場
所
に
あ
り
、
学
生
や
教

職
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
場
と
な
っ
て

い
る
。
�

　
「
お
だ
ぴ
よ
」
を
支
援
す
る
た
め
に
、
本

学
で
行
な
う
こ
と
に
な
っ
た
活
動
は
、
①
教

員
の
訪
問
、
②
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
訪
問
、

③
講
座
（
座
談
会
）
の
開
催
な
ど
。
�

　
学
生
や
教
職
員
は
、
授
業
の
合
間
を
見
つ
け
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
出
か
け
、
利
用
者
の

相
談
に
応
じ
た
り
、
乳
幼
児
の
面
倒
を
見
た

り
し
て
い
る
。
「
お
だ
ぴ
よ
」
の
職
員
に
よ

れ
ば
、
学
生
や
教
員
の
訪
問
は
、
「
お
だ
ぴ
よ
」

の
利
用
者
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
�

　
「
お
だ
ぴ
よ
」
に
限
ら
ず
、
今
後
も
、
地

域
に
貢
献
で
き
る
活
動
を
続
け
て
行
き
た
い
。
�

　
六
月
三
日
（
日
）
、
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で

は
市
民
公
開
講
座
を
行
っ
た
。
�

　
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
市
民
公
開
講
座
は
、

他
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
。
大
学
の
公
開
講
座
と

い
え
ば
、
「
講
義
形
式
」
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
方

が
多
い
と
思
う
が
、
小
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
市

民
公
開
講
座
は
「
体
験
形
式
」
で
あ
る
。
ま
た
、

講
座
で
説
明
を
行
な
う
の
も
学
生
た
ち
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
市
民
と
学
生
の
交
流
の
場
と
も
な
っ

て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
ろ
う
。
�

　
今
年
の
テ
ー
マ
は
�

「
測
ろ
う
！
 

備
え
よ
う
！
 

心
と
身
体
の
健
康

２
０
１
２
」
。
�

　
身
体
測
定
や

血
圧
測
定
、
骨

密
度
や
血
管
年

齢
を
測
定
し
、

健
康
管
理
に
役

立
て
て
い
た
だ

き
た
い
。
筋
力
・

柔
軟
性
を
測
定
し
、

ケ
ガ
の
防
止
に

役
立
て
て
い
た
だ
き
た
い
。
震
災
へ
の
備
え
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
い
ざ

と
い
う
時
に
備
え
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
ん
な

思
い
を
込
め
て
企
画
さ
れ
た
。
�

　
市
民
の
方
々
の
対
応
を
す
る
学
生
は
一
年
生
、

二
年
生
全
員
の
三
一
七
名
。
一
年
生
は
来
場
者

の
受
付
と
案
内
、
二
年
生
が
展
示
物
の
作
成
と

来
場
者
へ
の
測
定
や
説
明
を
担
当
し
た
。
�

　
当
日
は
、
雨
が
予
報
さ
れ
て
い
た
神
奈
川
県

内
だ
っ
た
が
、
晴
れ
男
、
晴
れ
女
が
多
い
小
田

原
キ
ャ
ン
パ
ス
ら

し
く
、
晴
れ
間
が

覗
く
天
候
と
な
り
、

二
八
五
名
と
過
去

最
多
の
来
場
者
を

記
録
し
た
。
来
場

者
か
ら
は
、
学
生

の
態
度
や
笑
顔
を

ほ
め
て
い
た
だ
き
、

「
来
年
も
必
ず
参
加

し
ま
す
！
」
と
の
言
葉
を
数
多
く
い
た
だ
い
た
。
�

�

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

小
田
原
�

第23回�
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●ジャズ研究会の歓迎セレモニー�

●北島学長とカフェテリアで昼食�

（
学
務
課
　
佐
藤
浩
子
）
�

　
一
期
生
の
実
習
も
い
よ
い
よ
大
詰
め
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。
ま
だ
ま
だ
緊
張
の
面
持
ち

で
実
習
に
臨
ん
で
い
ま
す
が
、
あ
い
さ
つ
や

報
告
、
そ
し
て
患
者
さ
ん
の
前
で
見
せ
る
表

情
も
安
心
し
て
見
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
�

　
私
の
担
当
す

る
精
神
看
護
学

実
習
で
は
、
実

習
最
終
日
に
最

終
カ
ン
フ
ァ
レ
ン

ス
と
し
て「
フ
リ

ー
ト
ー
キ
ン
グ
」

の
時
間
を
設
け

て
い
ま
す
。
学

生
そ
れ
ぞ
れ
が

実
習
で
の
あ
ら

ゆ
る
経
験
を
豊
か
に
表
現
し
、
学
び
と
感
情

を
共
有
し
て
い
ま
す
。
治
療
環
境
を
創
る
の

は
看
護
者
の
役
割
で
す
。
そ
し
て
看
護
師
も

そ
の
環
境
の
一
部
で
す
。
実
習
環
境
で
は
ス

タ
ッ
フ
の
笑
顔
が
学
生
の
笑
顔
を
引
き
出
し
、

対
話
が
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ

も
ま
た
「
ハ
ッ
ピ
ー
サ
イ
ク
ル
」
で
す
。
キ

ャ
ン
パ
ス
で
、
実
習
施
設
で
、
た
く
さ
ん
の

笑
顔
が
生
ま
れ
、
笑
顔
が
連
鎖
し
て
い
く
。

そ
し
て
ケ
ア
す
る
喜
び
と
ケ
ア
さ
れ
る
喜
び

を
経
験
し
な
が
ら
人
も
キ
ャ
ン
パ
ス
も
、
今

こ
の
瞬
間
も
成
長
し
続
け
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
�

●教育的ケアリングが実を結びつつある「精神看護学実習」�
　臨床指導者、教員とともに�

　
五
月
三
一
日
、
昨
年
は
雨
天
の
た
め
中
止

と
な
っ
た
福
岡
地
区
の
運
動
会
が
、
今
年
度

か
ら
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
と
の

合
同
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
二
回
は
、

福
岡
国
際
医
療
福
祉
学
院
や
福
岡
山
王
病
院

と
の
福
岡
市
内
で
の
合
同
開
催
で
、
福
岡
看

護
学
部
は
勢
い
に
呑
ま
れ
て
い
た
感
が
あ
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
は
違
い
ま
し
た
。

一
年
生
か
ら
三
年
生
が
バ
ス
六
台
で
完
全
ア

ウ
ェ
ー
の
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
乗
り
込
み
、

総
合
優
勝
を
二

年
生
が
、
応
援

合
戦
で
は
一
年

生
が
そ
れ
ぞ
れ

栄
冠
を
勝
ち
取

り
ま
し
た
。
こ

の
団
結
力
と
行

動
力
を
こ
れ
か

ら
の
学
生
生
活

で
大
い
に
活
か

し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
�

　
四
月
二
一
日
（
土
）
〜
二
二
日
（
日
）
、

本
学
部
の
新
入
生
を
対
象
と
し
た
「
フ
レ
ッ

シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ
」
を
開
催
し
、
本
学
発

祥
の
地
で
あ
る
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
と
那
須

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
一
泊
二
日
を
過
ご
し
た
。
�

　
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
到
着
後
、
小
田
原
キ

ャ
ン
パ
ス
に
は
な
い
学
生
食
堂
で
の
昼
食
。

北
島
学
長
と
、
昨
年
度
ま
で
小
田
原
保
健
医

療
学
部
の
学
部
長
で
あ
っ
た
杉
原
副
学
長
と

い
っ
し
ょ
に
、
初
め
て
の
学
生
食
堂
を
楽
し

ん
だ
。
�

　
昼
食
後
、
北
島
学
長
の
講
話
に
続
き
、
大

田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ジ
ャ
ズ
研
究
会
に
よ
る

歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。
�

　
そ
の
後
、
一
八
グ
ル
ー
プ
に
別
れ
て
大
田
原

キ
ャ
ン
パ
ス
構
内
で
の
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
。
各
グ

ル
ー
プ
に
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
学
生
が
一
名

ず
つ
付
い
て
く
れ
た
も
の
の
、
決
め
れ
た
時
間

内
で
広
い
キ
ャ
ン
パ
ス

内
を
ク
イ
ズ
を
解
き
な

が
ら
の
移
動
は
、
楽
し

く
も
あ
り
、
大
変
で
も

あ
っ
た
よ
う
だ
。
�

　
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
終
了

後
、那
須
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
ス
へ
移
動
し
、
夕
食

前
に
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
。
会
場
を

二
つ
に
分
け
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
真
剣
に
討

議
を
行
っ
た
。
討
議
が
白
熱
し
、
夕
食
の
と

き
も
引
き
続
き
討
議
を
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ

も
あ
っ
た
。
�

　
二
日
目
の
千

本
松
牧
場
は
天

気
が
心
配
さ
れ

た
が
、
爽
や
か

な
気
温
と
満
開

の
桜
に
も
う
一

度
春
を
味
わ
う

よ
う
だ
っ
た
。
�

　
最
後
に
、
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン

キ
ャ
ン
プ
開
催

に
あ
た
り
、
ご

協
力
い
た
だ
い

た
大
田
原
キ
ャ

ン
パ
ス
の
皆
さ

ん
へ
感
謝
を
述

べ
た
い
。
�

フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ
ャ
ン
プ
�

こ
の
箱（
建
物
）の
中
で
い
っ
た
い
�

何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
？
�

市
民
公
開
講
座
�

「
お
だ
ぴ
よ
」
で
の
�

　
　
 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
開
始
！
�

福
岡
地
区
運
動
会
で
大
躍
進
！
�

感
性
豊
か
に
表
現
力
も
実
践
力
も
�

磨
き
が
か
か
っ
て
き
た
一
期
生
！
�
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（
教
務
部
　
黒
崎
紀
子
）
�

（
入
試
・
広
報
部
　
望
月
秀
樹
／
高
田
奈
弥
）
�

◆�
◆�
◆�
◆�
◆�
◆�
◆�
◆�
◆�
◆�

　
帰
属
収
入
に
お
い
て
は
、
薬
学
部
及
び
福
岡
看

護
学
部
の
学
年
進
行
に
よ
り
、
学
納
金
収
入
が
約

五
億
円
増
加
し
、
四
附
属
病
院
も
増
床
効
果
に
よ

り
、
医
業
収
入
も
約
三
〇
億
円
の
増
収
と
な
り
、

補
助
金
及
び
そ
の
他
の
収
入
を
加
え
、
収
入
総
額

は
約
四
四
億
円
の
増
加
と
な
っ
た
。
�

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
学
校
法
人
全
体
で
の
帰
属
収

支
差
額
は
約
二
七
億
円
の
収
入
超
過
と
な
っ
た
。
�

　
な
お
、
東
日
本
大
震
災
の
被
害
に
よ
り
修
繕
費

が
約
五
億
円
発
生
し
た
も
の
の
、
災
害
修
繕
引
当

金
を
充
当
し
た
ほ
か
、
災
害
復
旧
事
業
補
助
金
に

よ
り
相
当
程
度
の
手
当
て
が
な
さ
れ
た
た
め
、
大

き
な
影
響
は
受
け
な
か
っ
た
。
�

　
ま
た
、
三
田
病
院
の
新
病
棟
完
成
に
よ
り
総
資

産
は
約
九
八
〇
億
円
と
な
り
、
自
己
資
本
は
五
九

七
億
円
、
基
本
金
は
六
九
六
億
円
に
達
し
た
。
�

�

四
月
六
日
、
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
合
同

入
学
式
が
開
催
さ
れ
た
。
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
学
部
一
九
一
名（
理
学
療
法
学
科
一

〇
〇
名
、
作
業
療
法
学
科
四
六
名
、
言
語
聴

覚
学
科
四
五
名
）、
福
岡
看
護
学
部
一
〇
二
名
、

大
学
院
三
二
名（
博
士
課
程
七
名
、
修
士
課
程

二
四
名
、
研
究
生
一
名
）

が
入
学
し
た
。
�

合
唱
隊
の
先
導
に
よ
る

校
歌
斉
唱
の
後
、
北
島

政
樹
学
長
、
金
澤
一
郎

大
学
院
長
、
高
木
邦
格

理
事
長
か
ら
式
辞
が
述

べ
ら
れ
た
。
続
い
て
、

大
川
市
長
・
植
木
光
治

氏
、
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
関
門
医

療
セ
ン
タ
ー
病
院
長
・
佐
柳
進
氏
よ
り
、
お

祝
い
と
激
励
の
ご
祝
辞
を
賜
っ
た
。
新
入
生

代
表
と
し
て
理
学
療
法
学
科
の
吉
竹
寛
騎
さ

ん
が
、
「
夢
や
目
標
に
向
か
い
勉
学
に
励
み

ま
す
」
と
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
た
。
�

今
年
度
新
入
生
を

対
象
に
、本
学
部
名

物
授
業「
ま
な
び
学
」

が
開
講
さ
れ
た
。

こ
れ
は
、「
大
学
入

門
講
座
」
と
位
置

づ
け
、大
学
生
と
し

て
の
生
活
の
仕
方
、

大
学
で
の
諸
手
続

き
の
方
法
や
勉
強
の
仕
方
、レ
ポ
ー
ト
の
書
き

方
を
初
歩
か
ら
学
習
し
、半
年
間
か
け
て
、大

学
生
活
の
基
盤
づ
く
り
を
行
う
。さ
ら
に
、医
療

人
と
し
て
の
心
構
え
・
態
度
な
ど
も
学
習
す
る
。
�

　
四
月
に
は
、
金
出
副
学
長
に
よ
り
「
社
会
人
・

医
療
人
基
礎
力
育
成
」
を
テ
ー
マ
に
レ
ク
チ

ャ
ー
が
行
わ
れ
た
。
午
後
は
、
三
学
科
横
断

の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
医
療

人
の
資
質
に
つ
い
て
」
。
結
果
は
、
グ
ル
ー

プ
毎
に
レ
ポ
ー
ト
が
提
出
さ
れ
た
。
�

　
ま
た
「
ま
な
び
学
」
最
大
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、

「
ア
ー
リ
ー
エ
ク
ス
ポ
ー
ジ
ャ
ー
」
と
称
さ
れ

た
「
早
期
臨
床
体
験
学
習
」
。
当
グ
ル
ー
プ
の

医
療
福
祉
施
設
一
〇
か
所
の
う
ち
、
指
定
さ
れ

た
施
設
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
見
学
し
て
い
く
。
�

　
大
学
で
の
授
業
は
初
め
は
戸
惑
う
学
生
も

少
な
か
ら
ず
い
る
だ
ろ
う
。
こ
の
「
ま
な
び
学
」

を
通
し
て
、
多
様
な
視
点
か
ら„
知
識
“„
技
能
“

„
態
度
“を
学
ぶ
機
会
と
し
て
欲
し
い
。
�

　
五
月
一
九
日
、
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
て
、
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
、

福
岡
看
護
学
部
の「
合
同
運
動
会
」が
開
催
さ

れ
た
。
福
岡
看
護
学
部
を
迎
え
て
の
運
動
会

は
今
年
が
初
め
て
。
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
学
部
四
チ
ー
ム
、
福
岡
看
護
学
部
三
チ

ー
ム
の
総
勢
約
八
〇
〇
名
の
学
生
が
集
結
し
、

七
チ
ー
ム
対
抗
の
大
運
動
会
と
な
っ
た
。
�

　
実
行
委
員
長
の
開
会
宣
言
、
本
学
部
の
金

出
学
部
長
の
挨
拶
、
両
学
部
の
実
行
委
員
に

よ
る
選
手
宣
誓
が
あ
り
、
午
前
中
の
競
技
「
す

し
づ
め
」「
ム
カ
デ
競
走
」「
大
玉
送
り
」と
進

ん
だ
。
昼
休
み
の
応

援
合
戦
は
、
ど
の
チ

ー
ム
も
見
事
に
息
の

合
っ
た
ダ
ン
ス
を
披

露
し
、
女
子
学
生
に

扮
し
た
男
子
学
生
が

観
客
を
沸
か
せ
た
。
�

　
午
後
は「
障
害
物
競

走
」「
棒
引
き
」と
続
き
、

最
後
の
種
目「
チ
ー
ム

対
抗
リ
レ
ー
」で
は
、
本
学
部
Ｏ
Ｔ
学
科
チ
ー

ム
が
二
位
で
ゴ
ー
ル
。
総
合
優
勝
の
栄
冠
は

福
岡
看
護
学
部
二
年
生
チ
ー
ム
に
輝
い
た
。
�

　
大
川
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、

臨
床
検
査
技
師（
国
家
資

格
）を
養
成
す
る「
医
学

検
査
学
科
」を
新
設
す
る
。

こ
れ
に
伴
い
、現
在
の
福

岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
学
部
を
「
福
岡
保
健

医
療
学
部
」
に
学
部
名

称
を
変
更
す
る
。
医
学

検
査
学
科
の
入
学
定
員
は
八
〇
名
と
し
、
本
学

部
入
学
定
員
を
一
六
〇
名
か
ら
二
四
〇
名
に
、

ま
た
全
学
年
収
容
定
員
六
四
〇
名
を
九
六
〇
名

に
増
員
、
完
成
年
度
に
は
一
〇
〇
〇
人
を
超
え

る
規
模
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
な
る
。
�

　
七
月
一
四
日
に
、
高
木
邦
格
理
事
長
、
金

澤
一
郎
大
学
院
長
や
約
七
〇
名
の
来
賓
が
見

守
る
中
、
医
学
検
査
学
科
新
校
舎
の
起
工
式

を
挙
行
し
た
。
高
木
理
事
長
は
「
臨
床
検
査

技
師
の
役
割
は
従
来
と
は
違
い
、
遺
伝
子
検
査
、

移
植
の
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
優
秀
な
臨
床
検
査
技
師
へ
の
社

会
ニ
ー
ズ
を
考
え
開
設
を
決
断
し
た
。
大
学

院
の
立
ち
上
げ
も
検
討
し
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
�

ま
た
、
福
岡
県
臨
床
衛
生
検
査
技
師
会
の
友

納
哲
夫
会
長
か
ら
「
福
岡
県
は
臨
床
検
査
技

師
の
団
体
の
会
員
数
が
全
国
で
四
番
目
に
多
い
。

本
会
か
ら
精
度
管
理
の
事
業
を
全
国
に
広
げ

る
な
ど
、
本
県
に
は
発
信
す
る
土
壌
が
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
初
期
段
階
の
教
育
が
必
要
な

の
で
、
ぜ
ひ
充
実
し
た
教
育
を
」
と
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
。
�

　
医
学
検
査
学
科
で
は
、
国
際
医
療
福
祉
大

学
三
田
病
院
検
査
部
長
　
渡
辺
清
明
教
授
に

指
導
的
な
立
場
で
ご
助
言
を
受
け
な
が
ら
「
遺

伝
子
検
査
教
育
」
、
「
生
理
学
検
査
教
育
」
、

「
国
際
人
育
成
教
育
」
へ
の
取
り
組
み
を
行
う
。
�

な
お
、
臨
床
検
査
技
師
を
養
成
す
る
大
学
と

し
て
は
、
九
州
で
は
六
番
目
と
な
る
。
�

（
経
理
部
長
　
角
田
考
哉
）
�
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四
月
一
二
日
〜

一
三
日
の
一
泊
二
日
、

那
須
セ
ミ
ナ
ー
ハ

ウ
で
行
わ
れ
た
。到

着
後
す
ぐ
に
、一
グ

ル
ー
プ
が
一
〇
名

前
後
と
な
り
、
問

題
解
決
に
取
り
組

む
ス
キ
ル
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
開
始
さ
れ

た
。
活
動
が
進
む
に
つ
れ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
図
れ
る
よ
う
に
な
り
、
目
標
を

達
成
し
た
と
き
に
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

歓
声
が
あ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
活
動

も
終
了
し
、
い
よ
い
よ
食
事
作
り
。
ま
い

ぎ
り
式
に
よ
る
火
お
こ
し
で
は
苦
戦
を
し

た
が
、一
人
ひ
と
り
役
割
を
遂
行
し
、皆
で

協
力
し
て
作
り
上
げ
た
食
事
は
、
最
高
の

美
味
し
さ
で
あ
っ
た
。
夜
も
仲
間
と
大
い

に
語
ら
い
親
睦
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
�

　
後
日
の
合
宿
の
振
り
返
り
で
は
「
目
標

達
成
に
向
け
、
仲
間
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
図
り
な
が
ら
協
力
す
る
こ
と
の
大

切
さ
」
「
こ
れ
か
ら
の
三
年
間
、
多
く
の

困
難
な
こ
と
に
出
会
っ
た
時
、
み
ん
な
で

看
護
師
に
な
る
と
い
う
気
持
ち
を
忘
れ
ず

乗
り
越
え
た
い
」
な
ど
多
く
の
発
表
が
あ

っ
た
。
こ
の
学
び
を
学
校
生
活
で
実
践
で

き
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
�

　
本
校
の
理
念
の
中
で「
地
域
住
民
の
生
活

に
深
く
関
心
を
寄
せ
る
こ
と
の
で
き
る
豊

か
な
人
間
性
を
培
う
」こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。こ
の
理
念
の
基
、地
域
交
流
を
実
施

し
て
か
ら
、今
年
度
で
七
年
目
を
迎
え
る
。
�

　
六
月
七
日
に
、近
隣
農
家
の
方
々
の
ご
協

力
を
得
て
一
グ
ル
ー
プ
五
〜
六
人
と
な
り
、

一
日
農
業
体
験
を
通
し
て
、
地
域
の
人
々

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
、
健
康

や
生
活
を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。
内
容

と
し
て
は
、
食
の
安
全
に
よ
り
安
心
し
た

食
事
に
繋
が
り
、
健
康
が
守
ら
れ
て
い
る

こ
と
。
農
業
は
想
像
し
た
以
上
に
過
酷
な

労
働
で
あ
り
、
健
康
問
題
を
引
き
起
こ
し

や
す
い
こ
と
な

ど
様
々
な
視
点

か
ら
考
え
る
こ

と
が
で
き
た
。

ま
た
、
農
家
の

方
々
か
ら
学
生

へ
温
か
い
励
ま

し
や
期
待
の
お

言
葉
を
い
た
だ

き
、
看
護
を
学

ぶ
意
識
も
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
�

　
今
回
の
学
び
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
住

民
の
健
康
の
保
持
増
進
と
生
活
の
向
上
の

た
め
に
貢
献
で
き
る
看
護
師
と
な
っ
て
ほ

し
い
。
�

●農家従事者の健康問題を考えるきっかけにもなった�

●火をおこすところから始めた食事作りを体験�

第
七
回
生
、四
二
名
を
迎
え
、�

教
科
外
活
動
を
実
施
し
た
の
で
�

二
つ
紹
介
し
ま
す
。�

「
ま
な
び
学
」
ス
タ
ー
ト
！
�

平
成
二
四
年
度
�

平
成
二
四
年
度
�

福
岡
リ
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ビ
リ
テ
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シ
ョ
ン
学
部
・
�

福
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看
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学
部
合
同
運
動
会
�

　臨
床
検
査
技
師
養
成
の
�

「
医
学
検
査
学
科
」
新
設
�

 
 
 
 
 
 
（
二
〇
一
三
年
四
月
設
置
計
画
中
）
�

福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
・
�

福
岡
看
護
学
部
及
び
大
学
院
�

合
同
入
学
式
�

平成 24年 3月 31日�

資産の部�
固定資産�
　有形固定資産�
　　土地�
　　建物�
　　構築物�
　　教育研究用機器備品�
　　その他の機器備品�
　　図書�
　　車輌�
　　建設仮勘定�
　その他の固定資産�
　　ソフトウェア�
　　借地権�
　　電話加入権�
　　有価証券�
　　長期貸付金�
　　差入保証金�
　　長期預け金�
流動資産�
　　現金預金�
　　貯蔵品�
　　短期貸付金�
　　未収入金�
　　仮払金�
　　立替金�
　　前払金�
　　前渡金�
資産の部　合計�
負債の部�
　固定負債�
　　長期借入金�
　　長期未払金�
　　退職給与引当金�
　流動負債�
　　短期借入金�
　　未払金�
　　前受金�
　　預り金�
　　仮受金�
負債の部　合計�
基本金の部�
第１号基本金�
第２号基本金�
第４号基本金�
　　基本金の部　合計�
消費収支差額の部 �
翌年度繰越消費支出超過額�
消費収支差額の部　合計�
負債の部、基本金の部�
および消費収支差額の部　合計�

76,509,366�
75,936,305�
32,612,437�
34,523,768�
1,234,304�
3,659,260�
3,036,657�
773,138�
77,316�
19,425�
573,061�
30,333�
2,190�
4,717�

218,855�
136,124�
10,000�
170,842�

21,554,926�
17,717,761�
540,172�
45,170�

3,031,310�
4,417�
24,189�
191,673�
234�

98,064,292�
�

26,272,318�
25,028,821�
1,031,126�
212,371�

12,016,971�
1,513,166�
2,016,399�
7,843,231�
641,543�
2,632�

38,289,289�
�

66,481,856�
�

2,798,000�
69,279,856�

�
9,504,853�

△ 9,504,853�
�

98,064,292

65,435,886�
64,817,826�
32,612,437�
22,809,854�
1,161,078�
3,802,155�
2,041,816�
732,724�
70,587�

1,587,175�
618,060�
34,750�
2,190�
4,717�

248,855�
169,704�
147,844�
10,000�

15,902,670�
14,133,468�
448,235�
4,150�

1,213,793�
21,918�
25,912�
55,194�

0�
81,338,556�

�
15,974,260�
15,023,387�
744,625�
206,248�

10,699,788�
907,066�
1,333,879�
7,840,391�
617,400�
1,052�

26,674,048�
�

64,582,861�
0�

2,506,000�
67,088,861�

�
12,424,353�

△ 12,424,353�
�

81,338,556

11,073,480�
11,118,479�

0�
11,713,914�
73,226�

△ 142,895�
994,841�
40,414�
6,729�

△ 1,567,750�
△ 44,999�
△ 4,417�

0�
0�

△ 30,000�
△ 33,580�
△ 137,844�
160,842�
5,652,256�
3,584,293�
91,937�
41,020�

1,817,517�
△ 17,501�
△ 1,723�
136,479�
234�

16,725,736�
�

10,298,058�
10,005,434�
286,501�
6,123�

1,317,183�
606,100�
682,520�
2,840�
24,143�
1,580�

11,615,241�
�

1,898,995�
0�

292,000�
2,190,995�

�
△ 2,919,500�
2,919,500�

�
16,725,736

本年度（自　平成23年4月1日　至　平成24年3月31日）�
前年度（自　平成22年4月1日　至　平成23年3月31日）�

学校法人国際医療福祉大学�

（単位：千円）�

（単位：千円）�

貸借対照表�消費収支計算書�

本年度末�科　目� 前年度末� 増減�

消費収入の部�

学生生徒等納付金�

手数料�

寄付金�

事業収入�

医療収入�

資産運用収入�

補助金�

雑収入�

帰属収入合計�

基本金組入額�

消費収入合計�

消費支出の部�

人件費�

教育研究経費�

医療経費�

管理経費�

借入金等利息�

資産処分差額�

徴収不能引当金繰入�

消費支出合計�

消費収支差額�

9,241,464�

221,401�

397,808�

363,398�

31,017,431�

94,839�

1,674,389�

712,225�

43,722,955�

△ 2,202,565�

41,520,390�

�

17,399,137�

3,041,109�

12,068,535�

7,672,291�

188,022�

606,325�

20,904 �

40,996,323�

524,067

8,701,370�

230,555�

257,043�

315,864�

27,992,281�

92,013�

1,365,910�

291,365�

39,246,402�

△ 2,449,034�

36,797,368�

�

16,262,529�

2,729,112�

11,434,464�

6,903,559�

179,245�

144�

27,437 �

37,536,491�

△ 739,123

540,094�

△ 9,154�

140,765�

47,534�

3,025,150�

2,826�

308,479�

420,860�

4,476,553�

246,469�

4,723,022�

�

1,136,608�

311,997�

634,071�

768,732�

8,777�

606,181�

△ 6,533�

3,459,832�

1,263,190

本年度�
科　目�

摘　要�
前年度� 増減�

地
域
交
流
�

合
宿
�
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キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

大
川
�

第27回�
O
k
a
w
a

キ
ャ
ン
パ
ス
レ
ポ
ー
ト
�

塩
谷
�

第5回�

S
h
i
o
y
a

看
護
専
門
学
校
�



新
し
く
就
任
さ
れ
た
�

本
学
総
長
と
本
大
学
院
�

副
大
学
院
長
の
ご
紹
介
�

 元
培
科
技
大
学
�

国
際
学
生
学
術
会
議
�

Ｉ
Ｕ
Ｈ
Ｗ
奨
学
金
授
与
式
�

２
０
１
２
�

第
一
六
回
　
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
�

同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
奨
学
生
　
�

認
証
式
�

大
学
院
看
護
学
分
野
責
任
者
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
大
学
院
�

副
大
学
院
長
�

国
際
医
療
福
祉
大
学
総
長
�

トピックス� トピックス�

　
平
成
二
四
年

三
月
二
二
日
〜

二
五
日
、
本
学

協
定
校
の
台
湾

元
培
科
技
大
学

に
て
毎
年
恒
例

の
国
際
学
生
学
術
会
議
が
行
わ
れ
た
。
七
か
国

一
三
大
学
か
ら
学
生
・
教
員
四
九
名
が
参
加
し
、

医
療
・
福
祉
・
保
健
の
各
分
野
で
の
研
究
成
果
の

講
演
や
発
表
を
行
っ
た
。
本
学
か
ら
は
、
北
島

政
樹
学
長
、
中
田
健
吾
講
師
（
医
療
福
祉
・
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
）、川
守
田
作
基
子
さ
ん（
同
学

科
三
年
＝
当
時
）

の
三
名
が
参
加

し
た
。
�

　
北
島
学
長
に

よ
る
基
調
講
演

や
川
守
田
さ
ん
の
学
生
発
表
に
は
、
多
く
の
出

席
者
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
議
論
を
し
た
。
歓

迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
は
、
元
培
科
技
大
学
の
蔡

雅
賢
・
執
行
理
事
、
北
島
学
長
を
は
じ
め
と
す

る
会
議
出
席
者
・
関
係
者
全
員
が
参
加
し
て
大

い
に
親
睦
を
深
め
た
。
最
終
日
に
は
、
学
生
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
共
に
台
北
市
内
を
視
察
し
、
台

湾
文
化
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
川
守
田
さ

ん
は
、
こ
の
経
験
を
通
し
て
英
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
を
感
じ
、
海
外
研
修
へ
の

参
加
を
決
め
た
。
当
会
議
は
、
本
学
の
国
際
人

の
育
成
に
一
役
買
っ
て
い
る
重
要
な
イ
ベ
ン
ト

と
言
え
る
。
�

�

　
三
月
二
七
日
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
リ
シ
ッ

コ
社
会
保
健
大
臣
一
行
が
三
田
病
院
を
視
察

に
訪
れ
た
。
今
回
の
視
察
受
入
れ
は
、
在
日

本
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
大
使
館
か
ら
の
要
請
に
よ

る
も
の
で
、
冒
頭
、

北
島
学
長
、
小

川
病
院
長
の
ご

挨
拶
の
あ
と
、

日
本
の
社
会
保

障
制
度
や
東
京

都
認
定
が
ん
診

療
病
院
・
救
急

告
知
病
院
と
し

て
の
三
田
病
院

の
役
割
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し

ま
し
た
。
�

　
リ
シ
ッ
コ
大

臣
は
看
護
師
で
も
あ
り
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の

国
立
セ
イ
ナ
ヨ
キ
応
用
科
学
大
学
の
副
学
長

も
経
験
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
本
の
医

療
制
度
を
中
心
に
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。
�

　
ま
た
、
三
月
二
三
日
に
は
、
外
務
省
・
経

産
省
の
要
請
に
よ
り
、
中
央
・
ア
ジ
ア
・
コ

ー
カ
サ
ス
地
方
の
記
者
八
名
を
視
察
に
受
け

入
れ
る
等
、
新
病
院
と
な
っ
た
三
田
病
院
で

は
国
際
交
流
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
�

�

　
四
月
三
日
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
、
Ｉ

Ｕ
Ｈ
Ｗ
奨
学
金
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。
本
学
で

は
、
ア
ジ
ア
婦
人
友
好
会
及
び
ア
ジ
ア
各
国
の

在
日
大
使
館
に
よ
る
推
薦
で
、
医
療
福
祉
に
お

け
る
自
国
へ
の
貢
献
を
目
指
す
海
外
か
ら
の
留

学
生
を
毎
年
一
名
受
け
入
れ
て
い
る
。
こ
の
奨

学
金
制
度
は
、
在
学
中
の
学
費
か
ら
住
宅
環
境

ま
で
フ
ル
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
制

度
で
、
二
〇
〇
一
年
に
始
ま
っ
た
。
そ
の
目
的

は
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
医
療
福
祉
の
発
展
に
、

本
学
と
し
て
寄
与
す
る
こ
と
で
あ
る
。
�

　
今
年
度
の
受
給
者

は
、
医
療
福
祉
学
部

　
医
療
福
祉
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
学
科
に
在

籍
す
る
モ
ン
ゴ
ル
国

出
身
の
ア
ル
ド
・
サ

ン
ド
ゥ
イ
さ
ん
。
高

木
理
事
長
に
続
い
て

ア
ジ
ア
婦
人
友
好
会
 

加
藤
理
事
長
よ
り
祝

福
の
言
葉
を
賜
り
、

北
島
学
長
よ
り
奨
学

金
が
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
在
日
モ
ン
ゴ
ル
国

大
使
館
の
ド
ル
ジ
・
ガ
ン
デ
ィ
マ
ー
大
使
夫
人

か
ら
祝
福
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
た
。
�

　
サ
ン
ド
ゥ
イ
さ
ん
は
、
将
来
母
国
で
福
祉
分

野
の
発
展
と
医
療
福
祉
専
門
職
の
地
位
向
上
に

全
力
で
臨
む
た
め
に
、
こ
の
勉
学
の
機
会
を
一

生
懸
命
活
か
す
旨
、
決
意
の
言
葉
を
述
べ
た
。
�

（
国
際
部
　
加
藤
剛
太
）
�

（
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
　
学
生
課
）
�

（
東
京
事
務
所
広
報
室
　
東
條
か
お
る
）
�

（
東
京
事
務
所
秘
書
室
　
服
部
是
史
）
�

◆
�

◆
�
◆
�

◆
�

◆
�
◆
�

◆
�

◆
�
◆
�

　
六
月
一
二
日
、大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
本
学

年
間
成
績
優
秀
賞
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
た
。
�

　
北
島
学
長
を
は
じ
め
、各
学
部
長
・
学
科
長
が

列
席
し
、一
人
ひ
と
り
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
た
。

　優
秀
賞
受
賞
者
�

■
保
健
医
療
学
部
�

看
護
学
科
�

●
鈴
木
裕
也（
二
年
）●
大
橋
未
怜（
三
年
）●
清
水
綾
華（
四
年
）�

理
学
療
法
学
科
�

●
新
井
悠
太（
二
年
）●
土
屋
貴
恵（
三
年
）●
木
村
美
佳
子（
四
年
）�

作
業
療
法
学
科
�

●
米
田
歩（
二
年
）●
大
貫
わ
か
菜（
三
年
）●
山
田
愛（
四
年
）�

言
語
聴
覚
学
科
�

●
藤
田
有
香（
二
年
）●
菅
原
遙
香（
三
年
）●
笠
原
真
紀（
四
年
）�

視
機
能
療
法
学
科
�

●
安
島
菜
摘（
二
年
）●
平
野
亜
季（
三
年
）●
高
松
千
波（
四
年
）�

放
射
線
・
情
報
科
学
科
　
�

●
吉
田
裕
一（
二
年
）●
高
見
光
咲（
三
年
）●
小
濱
達
也（
四
年
）�

■
医
療
福
祉
学
部
�

医
療
福
祉
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
　
�

●
菅
野
歩
美（
二
年
）●
宇
賀
神
泉（
三
年
）●
川
守
田
作
基
子（
四
年
）�

■
薬
学
部
�

薬
学
科
　
�

●
遠
藤
彩
香（
二
年
）●
鈴
木
真（
三
年
）●
手
塚
千
裕（
四
年
）�

●
福
島
将
太（
五
年
）●
小
室
聖
治（
六
年
）�

■
小
田
原
保
健
医
療
学
部
�

看
護
学
科
�

●
鈴
木
菖
子（
二
年
）●
佐
藤
芙
美（
三
年
）●
鈴
木
菜
緒（
四
年
）�

理
学
療
法
学
科
�

●
高
橋
茉
也（
二
年
）●
島
田
真
衣（
三
年
）●
塚
本
佐
保（
四
年
）�

作
業
療
法
学
科
�

●
竹
下
由
真（
二
年
）●
鈴
木
美
咲（
三
年
）●
井
上
沙
由
理（
四
年
）�

■
福
岡
看
護
学
部
�

看
護
学
科
�

●
西
山
明
日
香（
二
年
）●
吉
村
小
夜
子（
三
年
）●
黒
田
茜（
四
年
）�

■
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
�

理
学
療
法
学
科
�

●
武
田
津
香
紗（
二
年
）●
堤
ま
ど
か（
三
年
）●
中
元
唯（
四
年
）�

作
業
療
法
学
科
�

●
齋
藤
未
桂（
二
年
）●
坂
井
和
美（
三
年
）●
中
元
華
穂（
四
年
）�

言
語
聴
覚
学
科
�

●
井
上
理
穂（
二
年
）●
田
口
智
子（
三
年
）●
友
池
理
歌（
四
年
）�

　
六
月
一
一
日
、
あ
い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損

害
保
険
株
式
会
社
本
社
で
、
同
社
の
立
山
会
長
、

鈴
木
社
長
、
本
学
の
高
木
理
事
長
、
北
島
学
長

ら
が
列
席
し
、
奨
学
生
認
証
式
が
行
わ
れ
た
。
�

　
今
年
は
一
二
名
が
奨
学
生
に
選
ば
れ
、
平
成

九
年
の
本
制
度
創
設
時
か
ら
の
奨
学
生
総
数
は

一
四
〇
名
と
な
っ
た
。
�

　
一
人
ひ
と
り
に
認
証
状
が
授
与
さ
れ
、
鈴
木

社
長
お
よ
び
高
木
理
事
長
か
ら
の
「
初
心
を
忘

れ
ず
勉
学
に
励
み
、
社
会
の
役
に
立
つ
人
に
な

っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
激
励
の
言
葉
で
式

は
終
了
し
た
。
�

奨
学
生
（
新
規
採
用
者
）
�

■
保
健
医
療
学
部
�

看
護
学
科
　
近
藤
光
恵
（
二
年
）
�

理
学
療
法
学
科
　
阿
久
津
瑞
季
（
二
年
）
�

言
語
聴
覚
学
科
　
木
村
友
美
（
二
年
）
�

放
射
線
・
情
報
科
学
科
　
大
島
佳
奈
（
二
年
）
�

放
射
線
・
情
報
科
学
科
　
舩
越
萌
香
（
二
年
）
�

視
機
能
療
法
学
科
　
渡
邉
杏
子
（
二
年
）
�

■
医
療
福
祉
学
部
�

医
療
福
祉
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
�

　
堀
田
真
奈
実
（
二
年
）
�

　
ア
ル
ド
・
サ
ン
ド
ゥ
イ
（
一
年
）
�

■
薬
学
部
�

薬
学
科
　
今
井
希
瑛
（
二
年
）
�

■
小
田
原
保
健
医
療
学
部
�

看
護
学
科
　
佐
々
木
智
子
（
二
年
）
�

■
福
岡
看
護
学
部
�

看
護
学
科
　
中
村
美
里
（
二
年
）
�

■
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
�

理
学
療
法
学
科
　
木
庭
知
美
（
二
年
）
�

�

◆
�

◆
�
◆
�

◆
�

◆
�
◆
�（

国
際
室
　
田
中
浩
子
）�

　
大
田
原
市
に

国
際
医
療
福
祉

大
学
が
開
学
し

た
一
九
九
五
年

当
時
、
そ
の
開

学
記
念
行
事
に

厚
生
省
（
当
時
）
の
看
護
課
長
と
し
て
参
加

し
た
こ
と
が
、
昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
思
い

出
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
が
今
や
大
学
は
拡
大
発

展
し
、
大
学
院
も
博
士
課
程
ま
で
で
き
て
い

ま
し
た
。
�

　
四
月
一
日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
入
学
式
に
参

加
し
、
そ
の
発
展
ぶ
り
に
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
院
修
士
課
程
の
入
学
者
は
、
現
場
経
験

を
し
っ
か
り
積
ん
だ
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
多
く
、

こ
の
特
徴
を
生
か
し
た
教
育
提
供
体
制
を
作

れ
ば
興
味
深
い
大
学
院
教
育
が
で
き
る
と
思

い
ま
し
た
。
入
学
者
の
熱
い
期
待
を
裏
切
ら

な
い
、
特
徴
あ
る
大
学
院
運
営
を
開
発
で
き

れ
ば
と
思
い
、
大
田
原
、
小
田
原
の
二
つ
の

看
護
学
科
と
福
岡
看
護
学
部
、
そ
し
て
東
京

青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
の
看
護
教
員
で
、
大
学
院

教
育
の
連
携
調
整
会
議
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

四
キ
ャ
ン
パ
ス
の
看
護
教
員
の
連
携
、
相
互

学
習
体
制
の
確
立
に
よ
り
、
大
学
院
教
育
の

一
つ
の
モ
デ
ル
を
め
ざ
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

　
四
月
に
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
総
長
と
し
て

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
医
師
不
足
対
策
の
一
環

と
し
て
チ
ー
ム
医
療
の
推
進
を
め
ざ
し
、
医
療

職
全
体
の
能
力
向
上
の
た
め
の
教
育
改
革
に
携

っ
て
ま
い
り
ま
す
。
�

　
現
在
、
医
療
と
介
護
を
必
要
と
す
る
人
々
は
、

こ
の
一
〇
年
強
の
間
に
三
〇
〇
万
人
も
増
加
す

る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
福
祉

介
護
に
携
わ
る
人
材
は
約
一
〇
〇
万
人
、
看
護

に
携
わ
る
人
材
は
二
〇
万
人
か
ら
三
〇
万
人
不

足
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
医
師
を

中
心
と
し
た
従
来
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
医
療
福

祉
の
提
供
体
制
で
は
な
く
、
今
後
は
職
種
を
超

え
て
、
患
者
様
を
中
心
に
そ
の
知
識
と
経
験
そ

し
て
技
術
を
持
ち
よ
る
「
チ
ー
ム
医
療
・
チ
ー

ム
ケ
ア
」
、
皆
で
協
働
し
て
行
う
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
型
の
提
供
体
制
の
構
築
が
、
社
会
的
な
喫

緊
の
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
�

　
本
学
は
、
医
療
福
祉
の
多
彩
な
専
門
職
が
活

躍
す
る
四
つ
の
附
属
病
院
を
は
じ
め
、
充
実
し

た
多
数
の
教
育
施
設
と
、
第
一
線
で
活
躍
し
て

い
る
優
れ
た
教
育
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り
、
恵
ま
れ

た
教
育
環
境
で
、
将
来
の
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ

フ
を
め
ざ
す
学
生
を
分
野
間
の
連
携
を
密
に
し

つ
つ
育
成
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
医
療
福
祉
現

場
で
活
躍
し
て
い
る
一
三
〇
〇
〇
名
以
上
の
卒

業
生
た
ち
が
、
医
療
福
祉
の
高
度
化
・
専
門
化

に
対
応
し
な
が
ら
、
修
得
し
た
高
い
技
術
と
知

識
そ
し
て
豊
か
な
教
養
を
も
っ
て
、
全
国
で
そ

の
社
会
的
使
命
の
重
責
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
�

　
来
年
三
月
に
は
、
福
岡
県
大
川
キ
ャ
ン
パ

ス
に
、
患
者
様
の
診
断
を
支
え
る
臨
床
検
査

技
師
を
育
成
す
る
「
医
学
検
査
学
科
」
が
新

設
さ
れ
ま
す
。
夢
を
持
っ
た
若
者
達
が
「
共

に
生
き
る
社
会
」
の
実
現
を
め
ざ
す
本
学
の

理
念
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
医
療
福

祉
を
担
う
べ
く
集
結
す
る
こ
と
を
切
に
願
っ

て
お
り
ま
す
。
�

◆
�

◆
�
◆
�

前
社
団
法
人
日
本
看
護
協
会
会
長
、元
慶
応
義
塾

大
学
看
護
医
療
学
部
教
授
、元
厚
生
省
健
康
政
策

局
看
護
課
長
、医
学
博
士
�

東
京
大
学
医
学
部
卒
業
。
医
学
博
士
。
�

東
京
大
学
医
学
部
教
授
、東
京
大
学
医
学
部
長
、社

団
法
人
日
本
内
科
学
会
理
事
長
、一
般
社
団
法
人
日
本
循

環
器
学
会
理
事
長
、日
本
医
学
会
副
会
長
な
ど
を
歴
任
。
�

前
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
理
事
長
。
全
国
一
四

四
の
国
立
病
院
を
一
括
管
理
運
営
す
る
独
立
行
政
法
人

国
立
病
院
機
構
の
責
任
者
と
し
て
、提
供
す
る
医
療
の

質
向
上
と
経
営
基
盤
の
安
定
化
に
手
腕
を
発
揮
。
�

　
四
月
一
日
よ
り
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
に

矢

義
雄
総
長
が
、
国
際
医
療
福
祉
大
学
大

学
院
に
久
常
節
子
副
大
学
院
長
が
新
し
く
就

任
さ
れ
ま
し
た
。
新
総
長
と
新
副
大
学
院
長

の
ご
挨
拶
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
�
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●右から加藤理事長、ガンディマー大使夫人、サンドゥイさん�

●中央がリシッコ大臣�

●北島学長の基調講演�●発表する川守田さん�
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フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
�

パ
ウ
ラ
・
リ
シ
ッ
コ
社
会
保
健
�

大
臣
一
行
が
三
田
病
院
を
視
察
�

� 久
常
節
子
�

平成�
24年度�

国
際
医
療
福
祉
大
学
�

年
間
成
績
優
秀
賞
　
表
彰
式
�

矢

義
雄
�



医
療
福
祉
学
部
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
二
〇
〇
人
�

「
新
入
生
歓
迎
会
」
開
催
�

医
療
福
祉
学
研
究
科
 Ｍ
２
研
究
報
告
会
�

就職率の推移（文科省・厚労省調査）�

「
研
修
医
グ
ル
ー
プ
研
修
・
�

合
同
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
」
開
催
�

医
療
福
祉
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
�

大
学
院
�

中
央
臨
床
研
修
委
員
会
�

トピックス� トピックス�

第
一
回
 摂
食
・
嚥
下
セ
ミ
ナ
ー
�

「
レ
ン
ト
ゲ
ン
を
読
み
看
護
に
い
か
す
コ
ツ
」
�

胸
部
・
腹
部
X
線
写
真
を
使
用
し
た
�

ア
セ
ス
メ
ン
ト
と
看
護
ケ
ア
�

平
成
二
四
年
度
 公
開
学
習
会
�

白
衣
授
与
式
�

薬
学
部
�

看
護
学
科
�

言
語
聴
覚
学
科
�

　
五
月
一
九
日
、
平
成
二
四
年
度
第
一
回
摂
食
・

嚥
下
セ
ミ
ナ
ー
を
市
民
や
地
域
の
医
療
福
祉

従
事
者
・
学
生
を
対
象
に
、
本
校
Ｆ
１
０
１

教
室
に
て
開
催
し
た
。
事
前
申
し
込
み
だ
け

で
約
七
〇
名
、
当
日
参
加
者
を
含
め
る
と
三

〇
〇
名
近
い
参
加
者
が
集
ま
っ
た
。
�

　
セ
ミ
ナ
ー
は
三

部
構
成
で
、
講
演

一
で
は
、
新
美
成

二
教
授
（
言
語
聴

覚
セ
ン
タ
ー
長
）

に
よ
る
「
飲
み
込

み
の
医
学
―
犬
は

む
せ
ま
す
か
？
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、

嚥
下
生
理
を
分
か

り
や
す
く
講
演
い
た
だ
い
た
。
�

　
講
演
二
で
は
、
柴
本
勇
准
教
授
に
よ
る
「
安

心
し
て
食
事
を
楽
し
む
た
め
に
―
リ
ハ
ビ
リ

方
法
を
伝
授
し
ま
す
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、

実
際
の
リ
ハ
ビ
リ
方
法
の
実
技
や
写
真
等
を

多
用
し
、
丁
寧
に
講
演
い
た
だ
い
た
。
最
後
に
、

質
疑
応
答
を
行
い
、
活
発
な
討
議
を
繰
り
広

げ
た
。
�

　
参
加
者
の
熱
心
な
聴
講
姿
勢
か
ら
、
摂
食
・

嚥
下
障
害
に
お
け
る
適
切
な
対
応
が
社
会
的

に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

今
後
も
、
高
齢
化
を
迎
え
た
地
域
社
会
を
支

援
す
る
た
め
に
、
継
続
的
な
開
催
を
企
画
す
る
。
�

�

　
四
月
二
五
日
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
本
年
度
実
務
実
習
に
参
加
す
る
五
年
生
一
四

〇
名
へ
の
「
白
衣
授
与
式
」
が
行
わ
れ
た
。
�

授
与
式
は
、
武
田
弘
志
薬
学
部
長
の
式
辞
か
ら

始
ま
り
、
代
表
者
一
二
名
へ
の
白
衣
の
授
与
、

代
表
学
生
二
名
に
よ
る
宣
誓
と
な
っ
た
。
大
学

ロ
ゴ
入
り
の
真
新
し
い
白
衣
に
手
を
通
し
た
、

福
島
将
太
さ
ん
と
篠
加
奈
子
さ
ん
は
、
緊
張
し

つ
つ
も
五
月
か
ら
の
実
務
実
習
に
向
け
て
、
意

気
込
み
と
決
意
を
読
み
上
げ
た
。
�

　
続
く
挨
拶
で
は
、
北
島
政
樹
学
長
、
蘇
原
泰

則
病
院
長
、
栃
木
県
薬
剤
師
会
・
伊
沢
一
郎
副

会
長
よ
り
激
励
の

言
葉
を
い
た
だ
い
た
。
�

　
本
授
与
式
に
は
、

来
年
度
実
務
実
習

に
行
く
四
年
生
も

参
加
し
、
緊
張
し

た
面
持
ち
で
先
輩

た
ち
の
晴
れ
姿
を

見
守
っ
て
い
た
。
�

　
実
務
実
習
第
一

期
は
五
月
一
四
日

か
ら
七
月
二
九
日
、

第
二
期
は
九
月
三
日
か
ら
一
一
月
一
八
日
、
第

三
期
は
来
年
一
月
七
日
か
ら
三
月
二
四
日
の
日

程
で
実
施
さ
れ
る
。
各
学
生
は
、
第
一
期
か
ら

三
期
の
内
、
病
院
と
調
剤
薬
局
に
各
々
一
一
週

の
実
務
実
習
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
�

　
今
年
の
看
護
学
科
公
開
学
習
会
は
、
七
月
二

一
日
、
三
田
病
院
の
縄
野
繁
医
師
と
早
川
美
歩

看
護
師
（
ナ
ー
ス
プ
ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
養
成

分
野
修
了
）
を
招
き
、
本
学
科
入
江
浩
子
講
師

と
共
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
（
胸
部
・
腹
部
）
の

読
み
方
、
看
護
へ
の
い
か
し
方
に
つ
い
て
学
習

し
た
。
�

　
臨
床
で
身
近
に
あ
る
X
線
写
真
の
画
像
を
見

て
ケ
ア
に
い
か
す
こ
と
に
つ
い
て
は
、
基
礎
教

育
で
十
分
な
教
育
を
し
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

一
般
的
に
臨
床

看
護
師
は
苦
手

意
識
が
強
い
と

思
わ
れ
る
。
そ

こ
で
、
苦
手
意

識
を
な
く
し
、

身
近
に
感
じ
気

軽
に
見
る
読
む

き
っ
か
け
と
な

り
日
々
の
看
護

に
い
か
せ
る
こ
と
が
目
標
で
あ
る
。
レ
ン
ト
ゲ

ン
写
真
の
基
礎
か
ら
、
正
常
と
異
常
の
区
別
、

看
護
へ
の
応
用
ま
で
を
学
び
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
演
習
も
加
え
充
実
し
た
内
容
を
企
画
し
た
結

果
、
新
た
な
知
識
に
触
れ
明
日
へ
の
英
気
を
養

う
こ
と
が
で
き
た
。
�

�

◆
�

◆
�
◆
�

◆
�

◆
�
◆
�

◆
�

◆
�
◆
�

（
言
語
聴
覚
学
科
助
教
　
平
田
文
）
�

（
看
護
学
科
講
師
　
高
久
弥
生
）�

（
薬
学
部
　
徳
村
忠
一
）�

●白衣に腕を通す5年生年生�●白衣に腕を通す5年生�

●講演する新美教授�

　
六
月
三
日
、
梅
雨
入
り
を
思
わ
せ
る
ひ
ん

や
り
と
し
た
薄
曇
り
の
朝
、
大
田
原
、
東
京

青
山
、
小
田
原
、
福
岡
の
各
キ
ャ
ン
パ
ス
を

遠
隔
シ
ス
テ
ム
で
結
び
、
医
療
福
祉
学
研
究

科
修
士
二
年
生
の
研
究
報
告
会
が
開
催
さ
れ
た
。
�

　
東
京
青
山
キ

ャ
ン
パ
ス
の
第

一
会
場
か
ら
金

澤
大
学
院
長
の

激
励
の
挨
拶
が

あ
っ
た
後
、
一

三
九
名
の
院
生

が
そ
れ
ぞ
れ
の

キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

研
究
内
容
・
研

究
経
過
に
つ
い

て
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
�

　
本
大
学
院
で
は
、
在
学
中
の
全
期
間
を
通

し
て
研
究
指
導
教
員
に
よ
る
学
位
論
文
作
成

の
た
め
の
研
究
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

毎
年
次
開
催
さ
れ
る
こ
の
研
究
報
告
会
は
、

そ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
自
分
の
研
究
に
つ
い

て
報
告
し
、
他
分
野
の
教
員
や
院
生
を
含
む

幅
広
い
参
加
者
か
ら
批
評
、
助
言
を
い
た
だ

く
こ
と
で
研
究
内
容
を
よ
り
深
め
る
こ
と
が

で
き
る
貴
重
な
機
会
で
あ
る
。
本
日
の
成
果
が
、

秋
に
は
全
て
の
院
生
の
修
士
論
文
に
結
実
し

て
く
れ
る
こ
と
を
心
よ
り
祈
り
ま
す
。
�

　
四
月
一
九
日
〜
二
一
日
の
三
日
間
、
恒
例
の

初
期
臨
床
研
修
医
合
同
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
開
催
し
た
。
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
多
く
の

皆
様
に
こ
こ
に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
�

今
年
は
、
当
グ
ル
ー
プ
の
基
幹
型
四
病
院
（
国

際
医
療
福
祉
大
学
病
院
、
三
田
病
院
、
熱
海
病

院
、
高
木
病
院
）
の
本
年
入
職
の
初
期
臨
床
研

修
医
一
八
名
が
、
一
日
目
栃
木
、
二
日
目
東
京
、

三
日
目
熱
海
と
い
う
日
程
で
研
修
を
行
っ
た
。
�

　
学
長
、
総
長
、

大
学
院
長
を
は

じ
め
普
段
な
か

な
か
接
す
る
こ

と
が
で
き
な
い

諸
先
輩
か
ら
有

意
義
な
お
話
を

伺
う
機
会
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た
。

当
グ
ル
ー
プ
の

理
念
、
医
師
と

し
て
の
心
構
え
、

医
療
安
全
は
じ

め
と
し
た
今
回

の
講
義
は
現
場
で
す
ぐ
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
や
グ
ル
ー
プ
の

病
院
も
見
学
し
、
当
グ
ル
ー
プ
の
、
組
織
力

の
大
き
さ
に
実
際
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
、

と
て
も
良
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
う
。
今
回

の
企
画
が
一
八
名
の
研
修
医
に
と
っ
て
、
今

後
の
研
修
の
方
向
性
を
考
え
た
り
、
将
来
の

自
ら
の
医
師
像
を
展
望
し
た
り
す
る
機
会
に

な
れ
ば
光
栄
で
あ
る
。
�

　
一
八
名
の
皆
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
二
年
間

の
研
修
期
間
の
中
で
何
か
迷
う
こ
と
が
あ
っ
た

ら
、
今
回
の
諸
先
輩
の
教
え
を
思
い
だ
し
て
も

ら
え
れ
ば
、
そ
こ
に
き
っ
と
ヒ
ン
ト
が
あ
る
こ

と
を
頭
に
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。
�

�

　
医
療
福
祉
学
部
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
こ
れ
か
ら
の

医
療
福
祉
に
求
め
ら
れ
る
人
材
育
成
」
が
五
月

二
七
日
、
宇
都
宮
市
で
開
催
さ
れ
た
。
�

　
北
島
政
樹
学
長
の
挨
拶
に
続
く
第
一
部
で
は
、

杉
原
素
子
学
部
長
が
「
『
生
き
る
』
を
支
え
る
 

〜
医
療
と
福
祉
の
連
携
〜
」
を
テ
ー
マ
に
基
調

講
演
。
専
門
職
の
連
携
の
重
要
性
を
訴
え
た
。
�

　
第
二
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

済
生
会
宇
都
宮
病
院
の
吉
田
良
二
院
長
、
栃
木

県
看
護
協
会
の
河
野
順
子
会
長
、
下
野
新
聞
の

鷹
箸
浩
報
道
セ
ン
タ
ー
長
、
卒
業
生
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
い
か
ん
べ
理
事
長
の
小
野
寺
真
也
さ
ん
、

卒
業
生
で
栃
の
実
荘
事
務
職
の
長
谷
川
裕
久
さ

ん
が
登
壇
。
医
療
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
分
野
長

の
山
本
康
弘
教
授
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
、

「
医
療
、
福
祉
、
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
わ
か
る

専
門
職
の
重
要
性
」

に
つ
い
て
討
議
し
た
。
�

　
第
三
部
は
、
卒
業

生
で
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン

グ
ラ
イ
タ
ー
の
え
り

の
あ
さ
ん
と
小
林
雅

彦
学
科
長
に
よ
る
ト
ー
ク
ラ
イ
ブ
。
え
り
の
あ

さ
ん
の
学
生
時
代
の
話
や
歌
を
通
じ
て
福
祉
・

介
護
職
の
や
り
が
い
に
つ
い
て
語
っ
た
。
�

　
同
時
開
催
さ
れ
た
進
学
相
談
会
に
は
多
く
の

高
校
生
が
来
場
。
教
職
員
の
話
に
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。
�

　
四
月
二
一
日
、
花
曇
り
の
土
曜
日
、
二
年
ぶ

り
の
「
新
入
生
歓
迎
会
」
を
開
催
し
た
。
新
入

生
一
七
七
名
と
二
年
生
一
三
三
名
、
教
員
二
〇

名
、
総
勢
三
三
〇
名
の
盛
大
な
会
と
な
っ
た
。
�

　
朝
九
時
の
体
育
館
、
小
林
学
科
長
の
ラ
ジ
オ

体
操
の
号
令
で
幕
を
開
け
た
。
一
年
生
の
入
門

ゼ
ミ
を
単
位
に
、
一
年
生
と
二
年
生
一
五
名
の

チ
ー
ム
と
な
っ
て
、
体
育
館
で
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー

ル
大
会
と
、
構
内
を
め
ぐ
っ
て
の
オ
リ
エ
ン
テ

ー
リ
ン
グ
に
臨
ん
だ
。
�

　
花
冷
え
の
朝
、
初
対

面
の
緊
張
と
寒
さ
か
ら

動
き
が
ぎ
こ
ち
な
か
っ

た
新
入
生
た
ち
も
、
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
の
直
撃
を

受
け
て
体
育
館
に
は
歓

声
が
溢
れ
、
構
内
の
ポ

イ
ン
ト
ご
と
に
出
現
す

る
仮
装
教
員
に
驚
き
の
悲
鳴
が
こ
だ
ま
し
た
。
�

　
昼
食
会
で
は
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
が
も
の
足
り
な

く
感
じ
る
ほ
ど
、
み
ん
な
よ
く
動
き
よ
く
遊
び
、

優
勝
チ
ー
ム
に
は
豪
華
景
品
が
贈
ら
れ
た
。
�

　
今
年
参
加
し
た
二
年
生
は
、自
分
た
ち
の
歓
迎

会
を
し
て
も
ら
っ
て
い
な
い
。
昨
年
三
月
の
大

震
災
で
か
け
が
え
の
な
い
学
生
を
失
い
、歓
迎
会

は
中
止
に
な
っ
た
。
そ
の
二
年
生
が
集
っ
て
、新

入
生
を
温
か
く
迎
え
て
く
れ
た
。一
年
生
は
後
日
、

先
輩
に
感
謝
状
を
書
い
た
。
春
の
こ
の
行
事
が

ず
っ
と
続
く
よ
う
に
と
願
っ
た
一
日
だ
っ
た
。
�

◆
�

◆
�
◆
�

◆
�

◆
�
◆
�

◆
�

◆
�
◆
�

◆
�

◆
�
◆
�

◆
�

◆
�
◆
�

（
東
京
青
山
キ
ャ
ン
パ
ス
 
小
峰
辰
也
）
�

（
医
療
福
祉
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
講
師
　
中
田
健
吾
）�

（
医
療
福
祉
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
准
教
授
　
加
藤
尚
子
）�

　
サ
ン
デ
ー
毎
日
の
平
成
2
4
年
7
月
2
9
日
号
「
大

学
就
職
率
ラ
ン
キ
ン
グ（
卒
業
生
数
1
0
0
0
人
以

上
）」
で
上
位
の
多
く
を
国
立
大
学
が
占
め
る
な
か
、

本
学
は
私
立
大
学
で
第
1

位（
3
年
連
続
）、全
国
で
第

3
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。
�

（
医
学
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
長
　
天
野
隆
弘
）�

2
0
1
1
年
度
�

卒
業
生
の
就
職
状
況
報
告
�

IUHW Public Relations Magazine 2012.8

※本学の平成23年度の就職率は、24年6月末現在�
※全国平均は、文部科学省・厚生労働省調査（私立大学）の翌年4/1現在�

平成21年度　　平成22年度　　平成23年度�

全国�
平均�

本学�
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■� ■�

■�
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100%�
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90.0%�
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学
科
別
の
就
職
先
に
つ
い
て
は
�

本
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
�



七
月
二
一
日
、
第
五
回
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
た
。内
科
部
長
の
佐
藤
敦
久
教
授
が「
ど
う
す

る
？
 

高
血
圧
と
減
塩
の
コ
ツ
」を
テ
ー
マ
に
、

過
剰
な
食
塩
摂
取
の
悪
影
響
と
実
践
で
き
る
減

塩
の
コ
ツ
や
、
見
逃
し
て
は
い
け
な
い
高
血
圧

の
疾
患
・
原
発
性
ア
ル
ド
ス
テ
ロ
ン
症
に
つ
い

て
わ
か
り
や
す
く
解
説
し
た
。
参
加
者
は
こ
れ

ま
で
の
セ
ミ
ナ
ー
最
多
の

一
八
〇
名
で
、
質
疑
応
答

で
も
活
発
な
質
問
が
相
次

ぎ
、
健
康
に
対
す
る
関
心

度
の
高
さ
が
う
か
が
え
た
。
�

 
次
回
の
第
六
回
健
康
セ

ミ
ナ
ー
は
、
八
月
一
八
日（
土
）、

副
院
長
・
脊
椎
脊
髄
セ
ン

タ
ー
長
の
福
井
康
之
教
授

に
よ
る「
元
気
に
歩
こ
う
！

よ
く
な
る
坐
骨
神
経
痛
」で
、

坐
骨
神
経
痛
を
引
き
起
こ

す
二
大
疾
患
で
あ
る
腰
部

椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
と
腰
部
脊
柱
管
狭
窄
症
に
つ

い
て
、第
七
回
は
呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
長
・
佐
藤
哲

夫
教
授
に
よ
る「
そ
の
息
切
れ
は
年
の
せ
い
？
 

知
っ
て
お
き
た
い
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
」を
予
定
し
て
い
る
。
�

� 　
七
月
二
八
日
（
土
）
、
当
院
Ｂ
棟
五
階
講

堂
に
て
、
『
妊
娠
中
の
疾
患
に
つ
い
て
』
を

テ
ー
マ
に
第
七
回
健
康
教
室
を
開
催
し
た
。

当
院
の
山
田
哲
夫
副
院
長
（
周
産
期
セ
ン
タ

ー
長
）
が
講
師
と
な
り
、
六
二
名
の
参
加
者

を
迎
え
て
、
教
室
が
開
催
さ
れ
た
。
�

　
第
一
章
で
は
、
「
妊
娠
初
期
の
疾
患
」
に

つ
い
て
説
明
し
、
流
産
・
つ
わ
り
・
子
宮
外

妊
娠
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
�

　
第
二
章
で
は
、

「
妊
娠
後
期
の

疾
患
」
に
つ
い

て
説
明
し
、
妊

娠
中
毒
症
・
妊

娠
高
血
圧
症
候

群
・
前
置
胎

盤
・
常
位
胎

盤
早
期
剥
離
・

早
産
の
原
因
と

予
防
方
法
・
子

宮
内
胎
児
発

育
遅
延
（
Ｆ

Ｇ
Ｒ
）
の
予
防

方
法
に
つ
い
て

解
説
し
た
。
�

　
第
三
章
で
は
、

「
分
娩
時
の
疾

患
」
に
つ
い
て

説
明
し
、
微
弱

陣
痛
・
過
強
陣

痛
・
児
頭
骨
盤

不
均
衡
（
Ｃ
Ｐ

Ｄ
）
・
胎
児
機
能
不
全
と
そ
の
治
療
方
法
・

帝
王
切
開
に
つ
い
て
解
説
し
た
。
�

　
当
日
は
、
妊
娠
中
の
女
性
や
そ
の
ご
家
族
、

こ
れ
か
ら
妊
娠
を
考
え
て
い
る
ご
夫
婦
が
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
た
。
質
疑
応
答
の
時
間

に
は
、
ご
参
加
頂
い
た
方
々
か
ら
の
い
く
つ

も
の
質
問
が
挙
が
り
、
山
田
副
院
長
が
わ
か

り
や
す
く
、
丁
寧
に
回
答
し
た
。
�

�

（
総
務
企
画
課
）�

（
総
務
企
画
課
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事
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国
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医
療
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�
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�
国
際
医
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福
祉
大
学
塩
谷
病
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�

附
属
病
院
�
国
際
医
療
福
祉
大
学
熱
海
病
院
�

第
七
回
�

第
七
回
�

院
内
保
育
室
開
設
�

こ
ど
も
医
学
教
室
を
開
催
�

第
１０
回
 Team
 W

atan
ab

e To
kyo

「
高
齢
社
会
と
医
療
」
�

特
別
講
演
会
�

第
五
回
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
�

健
康
教
室
を
開
催
�

第
五
六
回
�

熱
海
病
院
院
内
学
術
懇
話
会
�

　
塩
谷
病
院
で
は
、
四
月
よ
り
院
内
保
育
室

を
開
設
し
た
。
こ
れ
ま
で
も
看
護
部
を
中
心

と
し
て
強
い
要
望
が
あ
り
検
討
を
し
て
い
た
が
、

こ
の
た
び
、
病
院
一
階
の
こ
れ
ま
で
図
書
室
と

し
て
利
用
し
て
い
た
部
屋
が
改
装
に
よ
り
、
保

育
室
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
こ
の
場
所
は

ロ
ッ
カ
ー
室
の
向
か
い
側
に
あ
る
こ
と
か
ら
、

お
母
さ
ん
方
が
子
供
の
送
り
迎
え
を
す
る
の
に

も
都
合
の
良
い
場
所
と
な
っ
て
い
る
。
�

　
保
育
士
が
三
月
に
二
名
入
職
し
、
新
し
い

保
育
室
を
一
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
最
初
は

手
探
り
状
態
で
あ
っ
た
が
、
託
児
を
開
始
す
る

に
つ
れ
、
保
育
室
と
し
て
様
に
な
っ
て
き
た
。
�

　
四
月
に
開
設
し
た
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

定
例
的
に
預
か
る
子
供
の
数
は
ま
だ
ま
だ
少

な
い
も
の
の
、
土
曜
日
や
日
曜
日
な
ど
に
ス

ポ
ッ
ト
で
預
か
る
数
は
、
口
コ
ミ
等
に
よ
り

増
え
て
き
て
い
る
。
�

　
さ
ら
に
、
四
月
に
一
人
、
五
月
に
一
人
の

保
育
士
が
入
職
し
、
シ
フ
ト
へ
の
対
応
も
可

能
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
更
に
託
児
数
が
増

え
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
ま
た
、
栄
養

科
に
も
美
味
し
い
お
昼
御
飯
と
手
作
り
の
お

や
つ
を
作
っ
て
も
ら
っ
て
お
り
、
子
供
た
ち

は
も
ち
ろ
ん
、
お
母
さ
ん
達
か
ら
の
評
判
も

良
い
よ
う
で
あ
る
。
�

　
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
看
護
師
募
集

の
と
こ
ろ
で
保
育
室
の
紹
介
を
し
て
お
り
、

未
来
の
お
母
さ
ん
の
力
強
い
味
方
に
な
れ
る

こ
と
か
ら
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
た
時
に
、

就
職
先
を
選
ぶ
時
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
欲
し
い
。
�

　
病
院
の
片
隅
か
ら
、
子
供
た
ち
の
明
る
い

笑
い
声
や
歌
声
が
聞
こ
え
る
こ
と
で
、
患
者

様
や
職
員
へ
の
癒
し
の
効
果
も
あ
り
、
塩
谷

病
院
の
ま
す
ま
す
の
発
展
に
も
一
役
買
っ
て

い
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
る
。
�

　
七
月
二
六
日
、
小
学
四
年
生
か
ら
中
学
三
年

生
を
対
象
に
心
臓
外
科
主
催
の
「
第
一
〇
回

T
e
a
m
 
W
a
t
a
n
a
b
e
 
T
o
k
y
o
 

こ
ど
も
医
学
教
室
」を
開
催
し
た
。
将
来
の
医

学
の
発
展
を
担
う
若
い
世
代
に
最
先
端
の
医

療
の
現
場
を
見
て
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、

次
代
の
医
師
を
育
て
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
国
際
医
療
福
祉

大
学
客
員
教
授
・
三
田
病
院
心
臓
血
管
セ
ン
タ

ー
の
渡
邊
剛
先
生
の
心
臓
手
術
が
今
年
の
五

月
か
ら
始
ま
っ
た
当
院
で
は
初
の
開
催
だ
っ
た
。
�

 
六
階
の
手
術
室
と

一
一
階
の
三
田
ホ
ー

ル
を
回
線
で
つ
な
ぎ
、

渡
邊
剛
先
生
執
刀
の

弁
膜
症
心
臓
手
術
を

生
中
継
し
、執
刀
中
の

渡
邊
剛
先
生
と
質
疑

応
答
が
で
き
た
ほ
か
、

金
沢
大
学
心
肺
・
総
合

外
科
の
石
川
紀
彦
先

生
に
よ
る「
ロ
ボ
ッ
ト

（
d
a
 V
i
n
c
i
）手
術
に
つ
い
て
」、同
大
学

心
肺
・
総
合
外
科
の
小
田
誠
先
生
に
よ
る「
肺（
呼

吸
器
）手
術
に
つ
い
て
」の
講
演
も
行
わ
れ
た
。

そ
の
他
に
も
体
験
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
豚
の

心
臓
や
肺
を
触
っ
た
り
、実
際
に
手
術
で
使
用

す
る
電
気
メ
ス
を
使
っ
た
り
で
き
る
コ
ー
ナ

ー
な
ど
も
設
け
ら
れ
た
。五
一
組
一
〇
二
名
の
参

加
児
童
と
保
護
者
た
ち
は
積
極
的
に
手
を
挙

げ
た
く
さ
ん
の
質
問
を
投
げ
か
け
、
体
験
コ

ー
ナ
ー
に
も
興
味
深
く
取
り
組
ん
で
い
た
。最

後
に
は
、参
加
児
童
に
修
了
証
の
授
与
が
あ
り
、

盛
況
の
う
ち
終
了
し
た
。
�

�

（
総
務
課
　
篠
原
拓
真
）�

（
総
務
課
　
篠
原
拓
真
）�

　
四
月
一
九
日
、
当
院
地
下
一
階
の
大
会
議

室
に
お
い
て
、
特
別
講
演
会
が
開
催
さ
れ
た
。

今
回
の
講
演
会
で
は
、
国
立
長
寿
医
療
研
究

セ
ン
タ
ー
総
長
の
大
島
伸
一
先
生
を
お
招
き
し
、

「
高
齢
社
会
と
医
療
」
と
題
し
て
、
今
後
よ

り
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ

て
い
る
日
本
に
お
け
る
医
療
の
在
り
方
や
、

医
療
連
携
の
重
要
性
に
つ
い
て
分
か
り
や
す

く
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。
�

　
一
〇
二
名
の
職
員
が
参
加
し
、
興
味
深
く

耳
を
傾
け
た
。
�

　
当
院
で
は
院
内
学
術
懇
話
会
を
定
期
的
に

開
催
し
、
各
部
署
間
の
情
報
交
換
や
各
職
員

の
知
識
と
意
欲
の
向
上
に
役
立
て
て
い
る
。
�

　
五
月
二
五
日
に
、
第
五
六
回
目
の
院
内
学

術
懇
話
会
が
開
催
さ
れ
た
。
演
題
は
左
記
の

通
り
で
、
一
一
九
名
の
病
院
職
員
が
参
加
し
、

活
発
な
意
見
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。
�

臨
床
検
討
会
�

（
司
会
：
小
野
孝
彦
　
内
科
教
授
）
�

●
退
院
調
整
へ
の
取
り
組
み
�

　
橋
口
紗
枝
子
�

　
西
堀
め
ぐ
み
�

　
細
川
直
美
�

　
猪
野
智
佳
�

　

（
５
階
病
棟
看
護
部
）
�

●
特
異
な
経
過
を
辿
っ
た
閉
塞
性
腎
不
全
の

一
例
�

　
栗
山
　
学
�

　
三
浦
一
陽
　

　
木
内
孝
樹
�

　
宮
下
由
紀
恵

　
金
子
真
也
�

　

（
泌
尿
器
科
）
�

　
北
村
　
創
�

　
桐
原
利
規
　

　
遠
藤
良
美
�

　
杉
山
晴
香
�

　

（
病
理
室
）
�

　
川
本
昌
和
�

　
羽
鳥
慎
祐
�

　
田
邉
浩
悌
�

　

（
外
科
）
�

�第
五
一
回
Ｃ
Ｐ
Ｃ
�

（
司
会
：
田
邉
浩
悌
　
外
科
准
教
授
）
�

●
Ｃ
Ｐ
Ａ
に
よ
り
救
急
搬
送
さ
れ
、
Ｃ
Ｐ
Ｒ

に
よ
り
自
己
心
拍
再
開
後
、
Ｃ
Ｔ
に
て
右
気
胸
、

血
液
検
査
で
高
Ｋ
血
症
を
認
め
た
６
７
歳
男

性
例
�

　
臨
床
：
大
西
啓
介
（
研
修
医
）
�

　
　
　
　
山
田
佳
彦
（
内
分
泌
代
謝
内
科
）
�

　
病
理
：
大
西
啓
介
（
研
修
医
）
�

　
　
　
　
北
村
　
創
（
病
理
学
）
�

�

IUHW Public Relations Magazine 2012.8

●新装された保育室で�

●栄養料による昼食�

15 IUHW Public Relations Magazine 2012.8 14

I n s t i t u t i o n  I n f o r m a t i o n I n s t i t u t i o n  I n f o r m a t i o n

施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
�

施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
�



　
来
年
八
月
新
病
棟
開
設
に
向
け
て
、
い
よ

い
よ
工
事
が
始
ま
っ
た
。
�

今
回
の
工
事
は
、
老
朽
化
し
た
東
病
棟
建
て

替
え
に
伴
い
、
回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
病
棟
を
新
た
に
開
設
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
り
、
急
性
期
―
回
復
期
―
慢
性
期

と
統
合
的
な
医
療
を
実
現
し
、
ス
ム
ー
ズ
に

在
宅
医
療
へ
と
繋
げ
る
、
切
れ
目
の
な
い
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
行
く
こ
と
が
で
き

る
。
併
せ
て
、
地
域
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
高
い

人
工
透
析
、
が
ん
の
外
来
化
学
療
法
、
予
防

医
学
ド
ッ
ク
の
拡
充
も
進
め
る
。
�

　
工
事
期
間
中
、
患
者
様
に
は
ご
不
便
を
お

掛
け
し
ま
す
が
、
無
事
に
工
事
が
完
了
す
る

様
、
職
員
一
同
、
患
者
様
へ
の
心
遣
い
、
サ

ー
ビ
ス
向
上
に
尚
一
層
努
め
て
参
り
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
�

（
九
州
地
区
広
報
担
当
・
原
田
ち
は
る
）�

（
広
報
室
　
関
屋
真
由
美
）�

（
生
活
相
談
員
　
佐
藤
博
基
）�

（
総
務
人
事
課
　
小
林
由
紀
子
）�

（
東
京
広
報
室
）�

（
総
務
課
）�

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
東
京
地
区
）
�山
王
病
院
�

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
地
区
）
�特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
　
�

新
宿
け
や
き
園
�

お
お
た
わ
ら
風
花
苑
�

福
岡
山
王
病
院
�

高
木
病
院
�

　
五
月
一
九
日
〜
二
三
日
、
一
階
け
や
き
広

場
に
て
、
井
上
冬
彦
氏
（
写
真
家
、
井
上
胃

腸
科
・
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）
の
写
真
展

が
開
催
さ
れ
た
。
井
上
氏
は
八
七
年
に
初
め

て
東
ア
フ
リ
カ
を
訪
れ
、
自
然
と
動
物
を
テ

ー
マ
と
す
る
写
真
活
動

に
入
っ
た
。
食
事
の
順

番
を
待
つ
ラ
イ
オ
ン
の

子
供
、
大
草
原
を
行
く

ヌ
ー
の
群
れ
な
ど
、
懸

命
に
生
き
る
動
物
た
ち

や
大
自
然
の
圧
倒
的
な

美
し
さ
を
撮
り
続
け
、

九
五
年
、
写
真
集
「
サ

バ
ン
ナ
が
輝
く
瞬
間
」

（
三
修
社
）
が
ア
マ
チ

ュ
ア
作
品
の
最
高
賞
で

あ
る
林
忠
彦
賞
を
受
賞
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
菅
家
肇
さ
ん
は
、
お

父
様
が
三
年
間
、
け
や
き
園
に
入
居
し
て
い

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
本
展
を
企
画
し
た
と

い
う
。
�

　
「
介
護
を
し
て
い
る
方
々
に
見
て
も
ら
い

た
い
。
五
分
で
も
い
い
か
ら
ほ
っ
と
し
て
、

優
し
い
気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
え
た
ら
。
今

後
も
、
山
の
写
真
展
な
ど
を
企
画
し
た
い
」
�

と
語
っ
て
く
れ
た
。
�

� 新
病
棟
開
設
予
定
�

第
二
〇
回
け
ん
こ
う
教
室
」
�

「
あ
な
た
の
身
近
な
心
臓
病
」
�

さ
ん
の
う
健
康
講
座
�

「
糖
尿
病
教
室
」
�

「
食｣

を
テ
ー
マ
に
六
五
〇
人
が
聴
講
�

臨
床
検
査
技
師
江
口
さ
ん
が
�

最
優
秀
賞
を
受
賞
�

「
サ
バ
ン
ナ
の
風
に
吹
か
れ
て
」
開
催
�

井
上
冬
彦
氏
写
真
展
�

�

開
催
の
ご
報
告
�

「
不
妊
セ
ミ
ナ
ー
」
�

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
内
科
の
田
嶋
紀
子
部

長
、
大
田
真
理
医
師
を
は
じ
め
と
す
る
充
実

し
た
講
師
陣
を
揃
え
、
六
月
三
〇
日
（
土
）
、

「
糖
尿
病
教
室
」

が
開
催
さ
れ
た
。

生
活
習
慣
病
の

筆
頭
に
上
げ
ら

れ
る「
糖
尿
病
」

を
テ
ー
マ
に
し

た
講
演
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、

事
前
申
し
込
み

を
上
回
る
四
二

名
の
方
が
非
常

に
高
い
関
心
を

持
っ
て
参
加
さ

れ
た
。
�

　
今
回
、
講
師

と
し
て
初
め
て
、

山
王
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
臨
床
工
学
技

士
で
あ
る
北
村
好
隆
氏
が
「
糖
尿
病
と
フ
ッ

ト
ケ
ア
」
に
つ
い
て
の
話
も
交
え
た
の
は
新

し
い
試
み
で
あ
る
。
な
ぜ
糖
尿
病
対
策
に
足

の
手
入
れ
が
必
要
な
の
か
、
手
入
れ
を
怠
る

と
ど
う
な
る
の
か
な
ど
、
ド
キ
リ
と
す
る
よ

う
な
症
例
写
真
を
提
示
し
な
が
ら
注
意
点
を

丁
寧
に
説
明
し
、
参
加
者
か
ら
は
た
め
息
と

悲
鳴
と
も
つ
か
な
い
声
が
漏
れ
る
ほ
ど
で
あ

り
、
皆
様
が
真
剣
に
耳
を
傾
け
、
う
な
ず
く

様
子
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
�

　
講
演
終
了
後
も
、
参
加
者
の
質
問
や
疑
問

に
対
し
て
講
師
陣
が
気
さ
く
に
話
を
す
る
時

間
を
設
け
、
血
糖
自
己
測
定
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
た
く
さ
ん

の
方
が
関
心
を
示
し
測
定
を
行
っ
た
。
こ
れ

ま
で
に
な
か
っ
た
内
容
や
試
み
が
、
リ
ピ
ー

タ
ー
に
も
新
規
の
ご
参
加
者
に
も
好
評
だ
っ

た
よ
う
だ
。
�

　
化
研
病
院
で
は
五
月
一
九
日
、
第
二
〇
回

け
ん
こ
う
教
室
「
あ
な
た
の
身
近
な
心
臓
病
」

を
開
催
し
た
。
参
加
者
は
午
前
と
午
後
合
わ

せ
て
、
二
八
一
名
と
、

多
く
の
方
に
来
て

い
た
だ
き
、
そ
の
後
、

改
め
て
外
来
に
来

ら
れ
る
方
も
目
立
ち
、

心
臓
病
に
対
す
る

関
心
の
高
さ
を
う

か
が
う
こ
と
が
で

き
た
。
�

　
講
師
は
、
目
黒

知
己
循
環
器
内
科

部
長
（
司
会
・
西

野
院
長
）
で
、
身

近
な
危
険
因
子
か
ら
動
脈
硬
化
、
虚
血
性
心

疾
患
を
経
て
心
不
全
へ
至
る
経
過
と
、
心
臓

病
の
予
防
法
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
た
。
予
防
法
で
は
、
「
予
防
に
勝
る
治
療

な
し
」
と
い
う
こ
と
で
禁
煙
や
、
塩
分
を
控

え
た
食
事
、
更
に
歯
磨
き
も
大
切
な
対
策
で

あ
る
と
指
摘
さ
れ
、
予
防
の
重
要
性
を
強
調

さ
れ
た
。
�

　
参
加
者
か
ら
は
、
「
心
臓
病
に
対
し
て
、

と
て
も
論
理
立
て
て
理
解
で
き
た
」
「
説
明

は
わ
か
り
易
く
丁
寧
で
し
た
。
食
事
療
法
に

気
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
た
。
�

　
化
研
病
院
で
は

定
期
的
に
け
ん
こ

う
教
室
を
開
催
し
、

講
演
後
は
リ
ハ
ビ

リ
体
操
や
医
療
相

談
も
行
っ
て
い
る
。

今
後
も
皆
様
の
ご

意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
、
病
院
と

し
て
、
地
元
へ
の

貢
献
を
続
け
て
い

き
た
い
。
�

　
七
月
二
八
日（
土
）、堤
治
病
院
長
、
藤
原
敏

博
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
婦
人
科
内
視
鏡
治
療

セ
ン
タ
ー
長
を
講
師
と
す
る「
不
妊
セ
ミ
ナ
ー
」

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、当
院
の

「
リ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
・
婦
人
科
内
視
鏡
治
療

セ
ン
タ
ー
」
で
診
療
に
携
わ
る
経
験
豊
富
な

医
師
・
看
護
師
・
培
養
士
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
分
野
に
お
い
て
有
用
と
考
え
ら
れ
る
情
報

を
わ
か
り
や
す
く
ご
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。

妊
娠
を
希
望
す
る
、あ
る
い
は
不
妊
治
療
を
不

安
に
思
う
カ
ッ
プ
ル
の
方
々
に
向
け
不
妊
治

療
一
般
に
つ
い
て
の
解
説
を
行
い
、そ
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
�

　
今
回
は
当
院
の
関
連
施
設
で
あ
り
、
堤
病

院
長
が
教
授
を
務
め
る
国
際
医
療
福
祉
大
学

大
学
院
と
の
共
催
に
よ
り
、
規
模
を
拡
大
し

て
開
催
し
た
が
、
予
想
を
上
回
る
多
く
の
方

に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
結
果
と
な
っ
た
。
�

＿�

.

.

　
福
岡
山
王
病
院
の
臨
床
検
査
技
師
　
江
口

加
奈
子
さ
ん
が
、
六
月
に
三
重
県
津
市
で
開

催
さ
れ
た
「
第
六
一
回
日
本
医
学
検
査
学
会
」

の
一
般
演
題
若
手
部
門
で
最
優
秀
賞
を
受
賞

し
た
。
若
手
部
門
は
同
学
会
で
今
年
創
設
さ

れ
た
も
の
で
、
江
口
さ
ん
が
栄
え
あ
る
第
一

回
目
の
受
賞

者
と
な
っ
た
。
�

受
賞
し
た
テ

ー
マ
は
「
当

院
に
お
け
る

免
疫
組
織
化

学
染
色
法
の

至
適
条
件
の

検
討
」
。
江
口
さ
ん
は
、
平
成
二
三
年
四
月

に
福
岡
山
王
病
院
に
入
職
し
た
臨
床
検
査
技

師
で
、
現
在
は
病
理
部
門
を
担
当
す
る
技
師

と
し
て
日
々
、
顕
微
鏡
に
向
か
っ
て
い
る
。

入
職
後
半
年
を
経
た
こ
ろ
か
ら
、
先
輩
の
坂

梨
史
典
技
師
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
発
表

に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
き
た
。
�

　
今
回
初
め
て
学
会
に
参
加
し
た
江
口
さ
ん

は
「
他
の
病
院
の
臨
床
検
査
技
師
の
方
か
ら

ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
り
も
し
ま
し
た

の
で
、
参
加
し
て
良
か
っ
た
で
す
」
と
手
応

え
を
感
じ
た
よ
う
だ
。
次
の
目
標
は
「
細
胞

検
査
士
の
認
定
も
取
得
し
た
い
」
と
意
欲
的

に
話
し
て
い
た
。
�

　『
世
界
的
権
威
に
学
ぶ
　
不
老
長
寿
の
健
康

食
』
を
テ
ー
マ
に
し
た
第
六
回
大
川
市
「
未

病
と
健
康
の
つ
ど
い
」
が
六
月
三
日
、
同
市

文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。
�

　
こ
の
つ
ど
い
は
、
市
民
の
健
康
増
進
を
図

る
た
め
の
医
療
講
演

会
で
、
植
木
光
治
大

川
市
長
と
山
本
匡
介

高
木
病
院
名
誉
院
長

の
協
力
で
始
ま
り
、

日
本
未
病
シ
ス
テ
ム

学
会
常
任
理
事
で
も

あ
る
山
本
名
誉
院
長

が
開
催
責
任
者
を
務

め
て
い
る
。
今
回
は
未
病
治
療
の
最
大
の
テ

ー
マ
で
あ
る
「
食
」
を
取
り
上
げ
、
約
六
五

〇
人
の
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。
�

●
講
演
①
『
栄
養
士
か
ら
み
た
食
の
基
本
�

〜
成
人
病
予
防
の
た
め
の
食
事
』
�

井
上
聡
子
 
高
木
病
院
栄
養
課
係
長
�

●
特
別
講
演
①
『
乱
れ
た
食
生
活
へ
の
警
鐘
�

〜
あ
な
た
の
食
事
、大
丈
夫
で
す
か
？
』
�

菅
野
道
廣
 

九
州
大
学
・
熊
本
県
立
大
学
名
誉
教
授

（
油
脂
食
品
と
健
康
の
研
究
で
世
界
的
に
著
名
）�

●
特
別
講
演
②
『
長
寿
食
世
界
探
検
〜
長
寿
の
秘
訣
は

食
に
あ
り
』
�

家
森
幸
男
　
武
庫
川
女
子
大
学
国
際
健
康
開
発
研
究

所
所
長（
世
界
保
健
機
関
の
協
力
を
得
て
二
五
か
国
六

〇
を
超
え
る
地
域
で
、血
管
の
病
気
と
栄
養
の
関
係
を

調
べ
、長
寿
食
の
謎
を
科
学
的
に
解
明
し
た
第
一
人
者
）�

＿�

.

.

●メモを取りながら熱心に聴く参加者�

最
期
ま
で
本
人
ら
し
い
生
活
を
…
�

　
お
お
た
わ
ら
風
花
苑
で
は
、
関
係
医
療
機

関
の
協
力
の
下
、
施
設
内
で
の
看
取
り
を
行

っ
て
い
る
。
食
事
が
摂
れ
ず
、
胃
ろ
う
等
の

延
命
を
希
望
し
な
い
方
が
、
年
間
一
五
名
ほ

ど
当
苑
で
最
期
を
迎
え
て
い
る
。
�

「
最
後
に
一
度
家
に
連
れ
て
い
っ
て
住
み
慣

れ
た
家
を
見
せ
て
あ
げ
た
い
」
�

「
夫
の
お
墓
参
り
を
し
た
い
」
�

な
ど
の
家
族
や
本
人
の
希
望
を
尊
重
し
た
り
、

家
族
に
宿
泊
し

て
い
た
だ
い
た

り
し
な
が
ら
、

悔
い
の
な
い
人

生
の
最
期
を
迎

え
ら
れ
る
よ
う

支
援
し
て
い
る
。
�

　
こ
の
よ
う
に
、

家
族
の
皆
様
と
と

も
に
利
用
者
の
最

期
に
関
わ
ら
せ
て

い
た
だ
け
る
こ
と

に
感
謝
し
て
い
る
。
�

　
今
後
も
職
員

と
家
族
が
一
体

と
な
り
、利
用
者

が
温
も
り
の
あ

る
生
活
が
送
れ

る
よ
う
支
援
し

て
い
き
た
い
。
�

●利用者はもちろん職員も癒された� ●公演後のリハビリ体操�

●予防の意識を高めたわかりやすい講演だった�

●糖尿病に対する関心の高さから多くの参加者が集った�

●顕微鏡に向かう江口さん�
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施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
�

施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
�

化
学
療
法
研
究
所
附
属
病
院
�

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
東
京
地
区
）
�

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
栃
木
地
区
）
�

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
九
州
地
区
）
�

臨
床
医
学
研
究
セ
ン
タ
ー
（
九
州
地
区
）
�



　
私
は
、
現
在
回
復
期
病
棟
に
所
属
し
て
お
り
、

五
〜
七
名
ほ
ど
の
患
者
様
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
�

　
そ
の
中
で
特
に
心
が
け
て
い
る
こ
と
は
、
患
者

様
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
す
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
患
者
様
に
と
っ
て
、
入
院
生
活

は
非
日
常
的
な
環
境
で
あ
り
、
悩
み
や
不
安
、
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
て
い
る
方
が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
訓
練
以
外

の
時
間
も
で
き
る
だ
け
患
者
様
と
接
す
る
機
会
を

持
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
室
で
は
遠
慮
し
て
話
せ
な
か
っ
た
こ
と
も
、
病

室
で
あ
れ
ば
気
軽
に
相
談
し
て
も
ら
え
る
こ
と
も

あ
る
の
で
す
。
�

　
そ
の
た
め
、
朝
、
出
勤
す
る
と
、
ま
ず
患
者
様

の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
へ
行
き
、
�

「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
変
わ
り
あ
り
ま
せ

ん
か
」
「
今
日
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
ね
」
�

　
な
ど
と
ご
挨
拶
し
て
回
り
ま
す
。
そ
し
て
夕
方

に
は
、
�

「
今
か
ら
帰
り
ま
す
ね
。
明
日
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
」
�

　
と
声
を
お
か
け
し
て
帰
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
�

こ
れ
ら
を
習
慣
に
し
た
こ
と
で
、
患
者
様
の
ち
ょ

っ
と
し
た
変
化
に
も
気
づ
く
こ
と
が
多
く
な
り
ま

し
た
。
患
者
様
に
は
私
た
ち
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
ス
タ
ッ
フ
が
身
近
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
感
じ

て
も
ら
い
、
安
心
感
を
も
っ
て
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
、
何
よ
り

も
大
切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
�

　
私
自
身
、
高
校
時
代
に
競
泳
で
腰
痛
を
患
い
、

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
経
験
が
あ
り
ま

す
。
担
当
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
方
は
治
療
を
し
な
が
ら

も
、
私
の
話
を
と
て
も
よ
く
聞
い
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
。
そ
れ
が
心
強
い
支
え
と
な
り
、
不
安
な
気

持
ち
を
持
ち
な
が
ら
も
前
向
き
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
取
り
組
め
る
要
因
と
な
り
ま
し
た
。
そ

の
頃
か
ら
、
身
体
機
能
面
だ
け
で
な
く
精
神
面
の

ケ
ア
の
大
切
さ
を
深
く
考
え
る
よ
う
に
な
り
、
そ

れ
は
臨
床
に
出
て
か
ら
も
日
々
実
感
し
て
い
ま
す
。
�

　
不
安
な
の
は
患
者
様
ご
本
人
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
周
り
で
支
え
て
い
る
ご
家
族
も
同
じ
で
す
。

作
業
療
法
士
と
し
て
の
知
識
や
技
術
が
大
切
な
の

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に
「
人
」
と
し

て
温
か
み
の
あ
る
、
「
心
に
寄
り
添
う
」
セ
ラ
ピ

ス
ト
で
あ
り
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
�

�

　
モ
ン
ゴ
ル
の
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
出
身
で
す
。
ス

ポ
ー
ツ
や
音
楽
が
好
き
で
す
。
日
本
の
バ
ン
ド
で

は
「
い
き
も
の
が
か
り
」
が
好
き
で
す
。
「
い
き

も
の
が
か
り
」
の
音
楽
が
好
き
な
人
は
、
ぜ
ひ
私

に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
�

　
私
は
将
来
、
モ
ン
ゴ
ル
の
福
祉
充
実
の
役
に
立

ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
特
に
、
モ
ン
ゴ
ル
の

身
寄
り
の
な
い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
施
設
を
作

り
た
い
で
す
。
�

　
本
学
で
医
療
福
祉
の
勉
強
を
始
め
る
こ
と
が
で

き
、
夢
へ
の
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
（
11
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
）
�

医
療
法
人
敬
天
会
東
和
病
院
勤
務
　
作
業
療
法
士
　
中
村
久
美
（
広
島
市
立
沼
田
高
校
出
身
）
�

　
出
身
は
中
国
の
内
モ
ン
ゴ
ル
で
す
。
中
国
の
大

学
で
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
勉
強
し

ま
し
た
。
理
学
療
法
に
つ
い
て
深
く
学
び
、
資
格

も
取
得
し
た
い
と
考
え
本
学
に
進
学
し
ま
し
た
。
�

　
私
は
旅
行
が
大
好
き
で
す
。
去
年
の
夏
は
友
達

と
レ
ン
タ
カ
ー
を
借
り
て
北
海
道
旅
行
を
し
ま
し

た
。
大
阪
、
京
都
、
奈
良
へ
の
バ
ス
旅
行
も
日
本

で
の
い
い
思
い
出
で
す
。
次
は
沖
縄
に
行
っ
て
み

た
い
で
す
。
旅
行
が
好
き
な
方
が
い
た
ら
、
い
ろ

い
ろ
お
話
し
て
み
た
い
で
す
。
�

　
台
湾
新
竹
市
に
あ
る
元
培
科
技
大
学
を
一
年
間

休
学
し
て
、
日
本
の
医
療
福
祉
に
つ
い
て
学
ん
で

い
ま
す
。
元
培
科
技
大
学
は
本
学
と
交
流
協
定
を

結
ん
で
い
る
大
学
で
す
。
本
学
学
生
が
海
外
で
研

修
を
行
う
「
海
外

保
健
福
祉
事
情
」

の
受
け
入
れ
校
で

も
あ
り
ま
す
。
�

　
帰
国
後
は
元
培

科
技
大
学
に
復
学

し
ま
す
。
海
外
研

修
な
ど
で
皆
さ
ん

と
お
目
に
か
か
る

の
を
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
�

大田原�
キャンパス�

（栃木県大田原市）�

東京青山�
キャンパス�

（東京都港区南青山）�

小田原�
キャンパス�

（神奈川県小田原市）�

福岡天神�
キャンパス�

（福岡県福岡市）�

熱 海�
キャンパス�

（静岡県熱海市）�

大 川�
キャンパス�

（福岡県大川市）�

熊本�
総合医療リハビリ�
テーション学院内�
サテライト�
キャンパス�

同時双方向�
遠隔授業�

卒業生・�留学生通信�
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ア
ル
ド
・
サ
ン
ド
ゥ
イ
さ
ん（
モ
ン
ゴ
ル
）�

二
〇
〇
九
年
三
月
、福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部
第
一
期
生
と
し
て
卒
業
後
、�

現
在
も
な
お
、生
ま
れ
育
っ
た
広
島
を
離
れ
、北
九
州
市
内
の
病
院
で
�

作
業
療
法
士
と
し
て
活
躍
を
続
け
る
中
村
久
美
さ
ん
に
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。�

今
年
度
は
一
二
名
�

（
学
部
七
、大
学
院
四
、研
究
生
一
）の
�

留
学
生
が
大
田
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に
�

入
学
し
ま
し
た
。
�

写
真
は
、留
学
生
に
よ
る
歓
迎
会
の
�

ひ
と
コ
マ
で
す
。
�

今
号
で
は
、新
入
生
三
名
を
�

紹
介
し
ま
す
。
�

医
療
福
祉
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
一
年
�

ラ
イ
・
ム
さ
ん（
中
国
）�

理
学
療
法
学
科
一
年
�

ジ
ョ
・
イ
シ
ュ
ン
さ
ん（
台
湾
）�

医
療
福
祉
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
科
研
究
生
�

患
者
様

患
者
様
の
心
に
寄
り
添
う
セ
ラ
ピ
ス
ト
で
あ
り
続
け
た
い
�
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学べる！役立つ！究める！動画サイト。医療・福祉・介護のエキスパートのあなたへ�

http://www.ch774.com

●医療・健康　�
ボイス～医療の扉をノックする～、脳科学と再生医療・遺伝子治療の最前線、�
エビデンスと物語の出会い～医療福祉の新しい潮流と発展～�
●介護・福祉　�
役に立つ福祉用具の今日・明日・未来、床ずれの防止とケア～基礎から用具まで～、�
地域包括ケアの理念と現実的展開の方向性�
●資格試験対策・受験講座　�
ケアマネジャー受験講座 ※プレ講座無料配信�
●病院・施設実務　�
自立支援ケアマネジメント・自立支援介護、看護生涯学習講座、ケアマネジメント・認知症ケア・介護予防のための講座�
●リハビリテーションアワー　�
第46回日本理学療法士協会全国学術研修大会(山梨）、2011作業療法フォーラム、作業療法士現職者共通研修�
●厚生労働省課長会議　�
厚生労働省介護保険・高齢者保健福祉担当課長会議(2月23日開催) 　※無料配信�
厚生労働省障害保健福祉主管課長会議(2月20日開催)　※無料配信�
�

●大学授業・副教材　�
文学、演劇論、死生学概論、国際医療福祉論、世界遺産と国際文化政策、健康科学論、リスクマネジメント論、トップクラス講義、�
関連職種連携論、ＰＴ動作分析論、生理光学、公衆衛生看護活動、産業看護の基礎、視能訓練学Ⅰ、等�

お問い合わせは�

主な配信番組�

主な�
配信番組�

フリーダイヤル　0120-870-774　医療福祉eチャンネル お客さま係（月曜～金曜 9:00～17:00）�
Eメール　info@iryoufukushi.com　〒107-0062 東京都港区南青山1-3-3 青山一丁目タワー4階�

好評配信中�

TOPICS

学生向け動画配信サイト�OPEN! 「国際医療福祉大学VODライブラリー」http://www.ch774.com/student.php

医療・福祉職として活躍中の卒業生のみなさん、大学院でさらなるレベルアップを�
めざしませんか（本学卒業生は入学金が免除になります）�

IUHW Graduate School Information

大学院入試に関するお問い合せは入試事務室まで（TEL：0287‐24‐3200）�

「働きながら大学院で学びたい」社会人が学びやすい3つの特長�

文部科学省の�
「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」に�
基づく新コースを平成25年4月開講�

2013年度  入学生募集中�大学院�

大田原、東京青山、小田原、熱海、福岡天神、大川に�
6つのキャンパス、熊本にサテライトキャンパスを開設。�

文部科学省が平成24年度から実施する「がんプロフェッショナル養成基盤推進プラン」に慶應義塾大学を中心に本学を含めた
10大学が参画する「高度がん医療開発を先導する専門家の養成プログラム」が採択されました。�
本学「がん先端医療に対する多職種連携重点コース」（博士課程、平成25年4月開講）では、異なる専門領域の学生が共にがん
先端医療の実際を学び、それぞれの専門分野での治療計画の策定を協同して行うことができる専門医療職の養成をめざします。�
ご関心のある方は、ＨＰをご覧ください。�

①キャンパス�

多くの授業を平日の夕方以降と土曜日の昼間に�
行なっています。�②カリキュラム�

複数のキャンパスで授業をリアルタイムで受講できます。�
質問やディスカッションといった同時双方向の�
コミュニケーションも可能です。�

③同時双方向�
　遠隔授業�

留学生�
紹介コーナー�
留学生�

紹介コーナー�
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●左からライ・ムさん、アルド・サンドゥイさん、ジョ・イシュンさん�
●歓迎会の様子�
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●ダブル改定対応のポイント�

●ケアマネジャー受験講座�●エビデンスと物語の出会い�

http://www.iuhw.ac.jp/daigakuin/ganpro/index.html




